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ダイジェスト版
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感
性
や
知
性
を
磨
き
、

読
み
手
を
惹
き
つ
け
る
文
章
を

創
作
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

『 文国707
精選 文学国語』

加藤 一「無題」
（Sans titre）1980年代

文学の扉を開き、
感性や知性を磨くことを
イメージしました。
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特長1
作品を深くつかむための

テーマ別単元

特長2
定番に新たな光を当てる

新教材

特長3
コラム・「文学の窓」

「単元の言語活動」で
深い学びを実現

高校3年間の学習のゴールを「言葉を的確に理解し、効果的に表現する力を身につける」とし、
必修科目に続く選択科目を「論理国語」「文学国語」「古典探究」で構成。

２
年
生
の
ゴ
ー
ル

３
年
生
の
ゴ
ー
ル

１
年
生
の
ゴ
ー
ル

自分の言葉のルーツを知る

自分の言葉を豊かにする

自分の言葉で文化を伝える

自分の考えを持ち、表現する

自分の考えを
効果的に伝え、共有する

自分の考えを伝え、説得する

高校3年間のゴール
＝言葉を的確に理解し、

効果的に表現する力を身につける

自分の言語文化を築く 自分の言葉を見つける

選
択
科
目「
国
語
表
現
」は
、よ
り
実
社
会
で
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
目
指
す
科
目
で
あ

り
、ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。
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『こゝろ』初版本・表紙（漱石自身の装丁）

大正 3（1914）年 12 月　自宅の書斎にて

『
心
』
原
稿
・
冒
頭

『
こ
こ
ろ
』

『
舞
姫
』

『美奈和集』初版・表紙 『国民之
の

友』初出・冒頭

『舞姫』原稿・冒頭

観潮楼の鷗外・幸田露伴・斎藤緑雨
（左から）� 明治 29（1896）年頃

『青年』初版・本体

『
み
づ
の
上
日
記
』

『
檸れ

檬も
ん

』

一葉日記の数々

詩「秘
ひそ

やかな楽しみ」（『檸檬』の原型）

『瀬山の話』原稿（「檸檬」の文字が見える）（実践女子大学所蔵）

『檸檬』初版・箱と本体

『
山
月
記
』

『弟子』原稿・冒頭

『名人伝』草稿・冒頭自筆の書（杜
と

甫
ほ

「屏
へい

跡
せき

」詩の一節）

『心』新聞連載第 1回
（東京朝日新聞、
大正3（1914）年4月20日）

夏
目
漱そ
う

石せ
き

・
森
鷗お
う

外が
い

・
樋ひ

口ぐ
ち

一
葉
・
梶か
じ

井い

基
次
郎
・
中
島
敦あ
つ
し 

参
考
図
録
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凌
りょう

雲
うん

閣
かく

（浅草十二階）―『押
おし

絵
え

と旅する男』―
〈東京浅草凌雲閣真景（百

ひゃくごじゅうぶんのいちのず

五十分壱之図）・東京江戸東京博物館〉

ハルゲイサの市場（2009 年・高野秀
ひで

行
ゆき

撮影）―『現場に来て初めてわかること』―

押
おし

絵
え

（の羽子板）
―『押絵と旅する男』―
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前見返し

当時の様子がわかる
貴重な資料。

作品イメージをふくらま
せやすい資料。

作品理解を助け知識を深める図版
探究的な学習へつなげます



5 

伝
統
と
革
新

短
歌
の
輪
郭
─
現
代
に
と
っ
て
短
歌
と
は
何
か
─
（
小
池
光
）   

 

145

短
歌
十
二
首  

釈
迢
空
・
山
崎
方
代
・
塚
本
邦
雄
・
馬
場
あ
き
子 

栗
木
京
子
・
穂
村
弘   

 

149

　
　
　
　『桐
の
花
』の
言
葉（
俵
万
智
）   

 

151

俳
句
十
二
句  

村
上
鬼
城
・
河
東
碧
梧
桐
・
尾
崎
放
哉
・
原
石
鼎 

杉
田
久
女
・
芥
川
龍
之
介
・
高
野
素
十
・
後
藤
夜
半 

川
端
茅
舎
・
中
村
汀
女
・
篠
原
鳳
作
・
高
屋
窓
秋   

 

153

  

川
柳
の
現
在  

 

155

　❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　俳
句
を
詠
ん
で
み
る   

 

156

6 

戦
争
と
記
憶

現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と（
高
野
秀
行
）   

 

157

空
缶（
林
京
子
）   

 

166

野
火（
大
岡
昇
平
）   

 

179

転
移
す
る
記
憶（
岡
真
理
）   

 

186

　❖
単
元
の
言
語
活
動
6 

　戦
争
と
い
う〈
出
来
事
〉を
伝
え
る   

 

194

文
学
の
窓

コ
ラ
ム

後
編

1 

都
市
と
移
動

本
を
読
む（
蜂
飼
耳
）   

 

195

  

本
を
読
む
楽
し
み  

 

199

檸
檬（
梶
井
基
次
郎
）   

 
200

　
　
　
　陰
翳
礼
讃（
谷
崎
潤
一
郎
）   

 
210

下
町（
林
芙
美
子
）   

 

214

歩
道
橋
の
魔
術
師（
呉
明
益
／
天
野
健
太
郎
訳
）   

 

229

都
市
は
／
を
語
る（
石
田
英
敬
）   

 

244

　❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　

 

暮
ら
す
、
生
き
る
、 

そ
し
て
そ
れ
を
描
く   

 

251

2 

自
然
を
見
る
、
自
己
を
見
る

流
れ
る
髪（
永
瀬
清
子
）   

 

252

羨
望（
伊
東
静
雄
）   

 

257

独
楽（
高
野
喜
久
雄
）   

 

259

韜
晦（
多
田
智
満
子
）   

 

260

高
度（
小
池
昌
代
）   

 

261

コ
ラ
ム

文
学
の
窓

3

3 

文
学
の
境
界
を
広
げ
る

鞄（
安
部
公
房
）   

 

51

  

〈
文
学
〉の
領
域
を
更
新
す
る  

 

58

地
球
か
ら
来
た
男（
星
新
一
）   

 

59

押
絵
と
旅
す
る
男（
江
戸
川
乱
歩
）   

 

69

マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る（
永
井
均
）   

 

90

　
　
　
　映
画
の
中
の
花（
西
川
美
和
）   

 

99

　❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　

 

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
生
息
す
る 

〈
文
学
〉を
発
見
す
る   

 

101

4 

言
葉
の
力

こ
こ
ろ（
夏
目
漱
石
）   

 

102

夏
目
漱
石
・
芥
川
龍
之
介
往
復
書
簡  

 

123

山
東
京
伝（
内
田
百
閒
）   

 

129

「
東
京
語
」の
表
象
の
成
立（
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
）   

 

134

　
　
　
　群
れ
ず
集
ま
る（
田
中
和
将
）   

 

141

　❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　

 

言
葉
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
こ
と
を 

確
か
め
る   

 

144

コ
ラ
ム

文
学
の
窓

文
学
の
窓

目

　次

前
編

1 

小
説
入
門

言
葉
に
よ
っ
て（
大
江
健
三
郎
）   

 

6

  

小
説
文
の
形
式  

 

11

悪
童
日
記（
ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
／
堀
茂
樹
訳
）   

 

12

山
月
記（
中
島
敦
）   

 

20

　
　
　
　小
説
と
は
何
か（
三
島
由
紀
夫
）   

 

32

　❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　小
説
の
方
法
を
読
む   

 

35

2 

詩
歌
入
門

詩
の
自
由
を
探
る（
藤
井
貞
和
）   

 
36

秋
の
祈（
高
村
光
太
郎
）   

 

40

雪（
三
好
達
治
）   

 

42

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…（
中
原
中
也
）   

 

43

崖（
石
垣
り
ん
）   

 

45

　
　
　
　詩
的
リ
ズ
ム
─
音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト

─
（
菅
谷
規
矩
雄
）   

 

47

　❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　〈詩
ら
し
さ
〉を
探
る   

 

50

コ
ラ
ム

文
学
の
窓

文
学
の
窓

2

5 

抒
情
の
探
究

短
歌
十
四
首  

木
下
利
玄
・
会
津
八
一
・
岡
井
隆
・
河
野
裕
子 

福
島
泰
樹
・
水
原
紫
苑
・
斉
藤
斎
藤   

 

366

俳
句
の
力
学（
岸
本
尚
毅
）   

 

370

俳
句
十
二
句  

高
浜
虚
子
・
加
藤
楸
邨
・
石
田
波
郷
・
桂
信
子 

森
澄
雄
・
飯
田
龍
太
・
三
橋
敏
雄
・
飯
島
晴
子 

高
柳
重
信
・
池
田
澄
子
・
正
木
ゆ
う
子
・
田
中
裕
明   

 

374

　
　
　
　底
荷（
上
田
三
四
二
）   

 

377

　❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　自
分
で
選
ん
だ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
作
る   

 

379

6 

近
現
代
を
問
う

一
瞬
の
共
同
性
を
生
き
る（
星
野
智
幸
）   

 

380

苦
海
浄
土 

―
も
う
一
ぺ
ん
人
間
に
―（
石
牟
礼
道
子
）   

 

385

日
本
文
化
私
観（
坂
口
安
吾
）   

 

397

現
代
日
本
の
開
化（
夏
目
漱
石
）   

 

405

　❖
単
元
の
言
語
活
動
6 

　近
現
代
の
諸
問
題
と
対
話
す
る   

 

415

付
録

　
日
本
近
・
現
代
文
学
史
年
表   

 

416

　
世
界
の
文
学
は
す
ば
ら
し
い
─
明
日
へ
の
読
書
の
た
め
に
─   

 

428

文
学
の
窓

　
　
　
　秋（
ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
／
茅
野
蕭
々
訳
）   

 

264

　❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　自
然
と
自
己
と
の
関
係
を
考
え
る   

 

265

3 

文
学
と
歴
史

舞
姫（
森
鷗
外
）   

 

266

み
づ
の
上
日
記（
樋
口
一
葉
）   

 

291

　
　
　
　日
和
下
駄（
永
井
荷
風
）   

 

296

入
れ
札（
菊
池
寛
）   

 

300

  

文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
再
考
す
る  

 

313

物
語
と
歴
史
の
あ
い
だ（
野
家
啓
一
）   

 

314

　❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　な
ぜ
名
作
は「
名
作
」な
の
か   

 

321

4 

自
他
へ
の
配
慮

巨
人
の
接
待（
小
川
洋
子
）   

 

322

は
じ
め
て
の
沖
縄（
岸
政
彦
）   

 

339

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ（
藤
野
可
織
）   

 

348

愛
に
つ
い
て（
竹
村
和
子
）   

 

359

  

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
文
学  

 

364

　❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　

 

あ
な
た
は
み
ん
な
と
同
じ
か
、 

あ
な
た
自
身
と
同
じ
か   

 

365

文
学
の
窓

文
学
の
窓

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム
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目次アイデンティティ 
� 藤野可織
人魚製造業という想像的な設定を
通じて、個人だけでなく集団的なア
イデンティティのあり方を考えます。

（小平麻衣子／慶應義塾大学教授）

悪童日記　 
アゴタ・クリストフ／ 
堀茂樹訳
誰もが衝撃を受ける物語。文章
の書き方にも着目できる。高校
生のときに出会いたい。（橋本陽
介／お茶の水女子大学准教授）

地球から来た男 
� 星新一
鮮烈な星文学のロジックは、こ
の世界に問いを立て、未知の驚
きを学び合う案内役となります。

（小澤純／慶應義塾志木高等
学校教諭）

映画の中の花 
� 西川美和
映画監督が語る「映画で文学す
る＝撮る」ことと「映画を文学す
る＝観る」こと。文学のメディア
を広げます。（堀佑史／千葉県
立国府台高等学校教諭）

山東京伝 
� 内田百閒
夢の世界を描いた短編小説。読
み手の想像力を喚起し、現実や
論理を超えた世界を生み出す言
葉の力を学びます。（山岡正和／
神奈川県立川和高等学校教諭）

流れる髪 
� 永瀬清子
韻文でも散文でもない、広義
の「詩」としての心象の断片の
なかに、驚くほど豊かな日本語
が詰まっています。（田口麻奈
／明治大学教授）

短歌26首 
（前編12首／後編14首）

近代短歌の定番に加え、現在活躍
する歌人を積極的に導入し、短歌
へ親しみが感じられるように工夫し
ました。（小倉真理子／元東京成徳
大学教授）

歩道橋の魔術師 
� 呉明益／天野健太郎訳
マジックは本当のようでうそで
あり、うそのようで本当である。
人生もまたそのようなものでは
ないか。（橋本陽介／お茶の水
女子大学准教授）

本を読む 
� 蜂飼耳
科学技術の発展が著しい現代
で、なぜ人は読書を求めるのか。
この問いを通じて、人間の本質
について考えます。（芝原玲那／
東京都立両国高等学校教諭）

俳句24句 
（前編12句／後編12句）

伝統的な詩型とされる俳句も、さま
ざまな新しさの形がある。時代を代
表する俳人たち24名24句を精選し
た。（橋本直／神奈川大学講師）

●テーマ
単元の中心となるテーマ。

編集委員の
おすすめ

編集協力者の
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編集委員の
おすすめ

編集協力者の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

編集協力者の
おすすめ

編集協力者の
おすすめ

編集協力者の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

単元ごとに評論を収録し
作品理解を深めます
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す
。
作
家
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
言
葉
こ
そ
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
自
分
の
つ
く

り
出
し
た
小
説
の
人
間
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
そ
の
も
の
を
現
実
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
言
葉
の
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
作
家
の
言
葉
も
、
個
人
的
な
も
の
で
す
。
む
し
ろ
作
家
は
自
分
と
い
う

個
人
の
中
に
深
く
潜
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
言
葉
を
探
し
出
し
え
ま
す
。
し
か
も
作
家
は
そ
の
個
人
的

な
言
葉
が
一
個
の
人
間
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
を
よ
く
表
現
し
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た
、
彼
の
生
き

る
時
代
の
全
体
を
も
表
現
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
野
望
あ
る
い
は
夢
想
を
抱
い
て
小
説
を
書
き
続
け

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　あ
る
言
葉
が
そ
の
人
間
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
を
十
全
に
表
現
し
え
た
と
き
、
そ
の
言
葉
は
、
あ
た
か
も

一
個
の
人
間
の
肉
体
そ
の
も
の
の
よ
う
な
重
み
を
持
ち
ま
す
。
例
え
ば
わ
れ
わ
れ
が
自
分
の
、
そ
こ
に
い
な
い

友
人
に
つ
い
て
、
彼
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
他
人
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
を
実
在
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
？

　言
葉
に
よ
っ
て
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
語
っ
た
と
、
あ
る
い
は
自
分
が
彼
の

た
め
に
作
り
出
す
言
葉
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
初
め
て
そ
こ
に
い
な
い
友
人
を
他
人

に
向
け
て
実
在
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
言
葉
が
時
代
を
予
言
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
危
険
な
話
で
す
。
た
だ
、
個
人
に
よ
っ
て

発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
時
代
全
体
を
表
現
す
る
言
葉
が
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
し
ば
し
ば
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
確
か
に
あ
れ
ら
の
時
代
の
人
々
と
そ
の
時
代
そ
の
も

の
を
、
ま
た
全
て
の
時
代
を
越
え
て
そ
の
民
族
の
文
化
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
力
を
、
潜

●

＊

●

「
そ
の
よ
う
な
言
葉
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
言
葉
か
。

問
「
危
険
な
話
」
と
あ
る
が
、

な
ぜ
か
。

問
明
瞭

　十
全

7

小
説
入
門

　

��

言
葉
に
よ
っ
て

51015

言
葉
に
よ
っ
て

　作
家
は
言
葉
に
よ
っ
て
人
間
を
捉
え
よ
う
と
し
ま
す
。
人
間
と
い
う
言
葉
を
、
な
お
三
つ
に
わ
け
て
考
え
ま

し
ょ
う
。
一
人
の
人
間
の
存
在
、
そ
の
行
動
、
そ
の
想
像
力
と
い
う
三
つ
の
点
に
お
い
て
。
そ
の
と
き
に
言
葉

と
は
、
こ
れ
ら
三
つ
を
、
あ
る
人
間
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
の
三
つ
を
一
挙
に
照
ら
し
出
す
力
を
持
つ
こ
と

が
明
瞭
に
な
る
は
ず
で
す
。
一
つ
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
そ
れ
が
本
当
に
選
び
ぬ
か
れ
た
言

葉
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
存
在
と
行
動
と
想
像
力
を
ひ
と
ま
と
め
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

大お
お

江え

健け
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

＊ �

小
説
文
の
形
式
を
知
り
、
そ
れ
を
読
み
、
書
く
意
味
を
考
え
る
。

�

小
説
文
を
書
い
て
み
る
。

言
葉
に
よ
っ
て
大
江
健
三
郎

　
　
　
　小
説
文
の
形
式

悪
童
日
記

山
月
記

ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
／
堀
茂
樹
訳

中
島
敦

文
学
の
窓 

小
説
と
は
何
か
（
三
島
由
紀
夫
）

単
元
の
言
語
活
動
1

コ
ラ
ム

小
説
入
門

1

　

 �

　『言
葉
に
よ
っ
て
』
昭

和
五
十
一
（
一
九
七
六
）

年
五
月

初
出

前 
編

6

5

小説入門

小
説
文
の
形
式

　
小
説
文
に
つ
い
て
、
語
り
手
が
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
、
展
開
の
つ

け
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
時
間
を
ど
う
進
め
て
い
る
の
か
、
要

約
的
に
書
く
の
か
詳
細
に
書
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
描
く
の

か
、
内
面
を
書
く
の
か
書
か
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
小
説
の
「
形
」
に

着
目
す
る
と
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ス
ト
ー
リ
ー
・
描
写
・
説
明

　
小
説
文
に
は
語
り
手
が
い
て
、
何
か
特
定
の
出
来
事
を
語
る
。
出
来

事
と
は
、
時
間
的
な
展
開
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
出
来
事
を
、

因
果
関
係
の
連
鎖
と
し
て
意
味
づ
け
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
が
起

こ
っ
た
た
め
に
Ｂ
が
起
こ
り
、
Ｂ
が
起
こ
っ
た
た
め
に
Ｃ
が
起
こ
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
物

の
行
動
を
表
す
文
や
、「
電
話
が
鳴
っ
た
」
の
よ
う
な
文
で
は
、
物
語

世
界
内
の
時
間
が
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
が
、
小
説
文
の
核
を
形
成
す
る
。

一
方
、
状
況
や
人
物
の
描
写
・
説
明
は
大
き
く
時
間
を
展
開
さ
せ
る
こ

と
は
な
い
が
、
主
に
小
説
の
雰
囲
気
を
形
作
る
。

叙
述
の
速
度

　
出
来
事
の
叙
述
に
は
速
度
が
あ
る
。
一
年
間
の
出
来
事
を
数
行
に
要

約
し
て
語
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
数
分
の
出
来
事
を
詳
細
に
何
ペ
ー
ジ

に
も
わ
た
っ
て
描
く
こ
と
も
で
き
る
。
詳
細
に
語
ら
れ
る
場
合
は
、
人

物
の
セ
リ
フ
や
対
話
も
多
く
表
出
さ
れ
、
臨
場
感
を
も
っ
て
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。

視
点
と
内
面

　
小
説
文
は
誰
か
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
悪
童
日
記
』
で

は
、「
ぼ
く
ら
」
の
視
点
か
ら
物
語
ら
れ
て
い
る
。

　
内
面
や
感
情
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
小
説
文
の
特
徴
で
あ
る
。
誰
の
内

的
思
考
や
感
情
を
語
る
の
か
、
あ
る
い
は
語
ら
な
い
の
か
も
重
要
で
あ

る
。『
悪
童
日
記
』
で
は
、
内
面
は
描
か
ず
、
外
側
か
ら
観
察
で
き
る

こ
と
の
み
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
小
説
文
は
物
語
の
一
種
で
あ
る
が
、
物
語
は
小
説
や
映
画
だ
け
で
な

く
、
歴
史
の
叙
述
や
報
道
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
も
遍
在
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
文
章
に
お
い
て
も
、
出
来
事
が
因
果
関
係
の
連
鎖
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
し
、
特
定
の
人
物
が
ど
こ
か
で
一
度
き
り
の
何
か
を
し
、
せ
り

ふ
を
話
し
、
何
ら
か
の
視
点
か
ら
叙
述
さ
れ
る
。

　
私
た
ち
の
現
実
認
識
の
仕
方
は
物
語
的
で
あ
り
、
ま
た
物
語
を
通
じ

て
現
実
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

5101520
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小
説
入
門
　  

小
説
文
の
形
式

　

⑴
□
□
力

　

⑵
□
□
化

　

⑶
□
□
的

2「
…
し
え
る
」（
七
・
5
）「
…
し
う
る
」（
七
・
6
）「
…
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
」（
九
・
7
）
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

3「
こ
の
言
葉
し
か
な
か
っ
た
」（
九
・
11
）「
ほ
か
な
ら
ぬ
」（
九
・
11
）
と

い
う
表
現
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ

う
。

1「
言
葉
に
よ
っ
て
」
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
筆
者
の
考
え
を
も
と
に

ま
と
め
て
み
よ
う
。

2「
言
葉
」
と
「
文
学
」
と
の
関
係
や
、「
文
学
」
を
読
む
こ
と
・
書

く
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
、

話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
作
家
は
言
葉
に
よ
っ
て
人
間
を
捉
え
よ
う
と
し
ま
す
」（
六
・
1
）

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と
か
、
本
文
に
沿
っ
て
ま

と
め
て
み
よ
う
。

2「
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
に
し
て
自
分
を
歴
史
の
う
ち
に
位
置
づ
け
、

こ
の
現
実
世
界
に
実
現
す
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
九
・
2
～
3
）
に
つ

い
て
、「
う
り
ず
ん
」（
八
・
3
）
を
例
に
し
て
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

3「
本
当
の
他
者
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
」（
九
・
16
～
17
）
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1「
想
像
力
」（
六
・
2
）「
現
実
化
」（
七
・
2
）「
個
人
的
」（
七
・
3
）
な
ど

の
例
に
倣
っ
て
、
次
の
語
が
付
く
語
を
出
し
合
っ
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

大
江
健
三
郎
（
お
お
え
　け
ん
ざ
ぶ
ろ
う
）

　昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
～
。
小
説
家
。
愛
媛
県
の
生
ま
れ
。
大
学
在
学
中
の
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）

年
に
『
飼
育
』
で
芥

あ
く
た

川が
わ

賞
を
受
賞
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。
作
品
に
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』『
同

時
代
ゲ
ー
ム
』『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』（
小
説
）『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』（
随
筆
）
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
言
葉
に
よ
っ
て
』〔
昭
和
五
十
一

（
一
九
七
六
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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単元扉
前編 単元1  小説入門

単元ごとに扉を設け
単元の目標を明示

●単元のテーマ
文学を学ぶ上で広がりを
意識したテーマを設定。

●単元目標
その単元における学習の
目標を、箇条書きで明示。

●単元で扱う教材
教材名と著者名、コラム・
文学の窓、単元の言語活
動を収録。

●単元の言語活動
各教材を横断し、単元のまとめ
となる実践的な活動。

「言葉によって」（大江健三郎）
コラム  「小説文の形式」

●作者・著者の略歴
教材末に掲載。

●読解上の注意点
本文中に●印で示し、脚注
欄に問 の形で掲げた。

●文学の窓
関連する文章を併せて読むこと
で、教材への理解を深める。

単元の教材に関連しより深い理解
を助ける書き下ろしコラムを収録。
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マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る

　
私
は
ま
じ
め
な
話
が
嫌
い
で
あ
る
。
こ
の
世
の
規
範
や
約
束
事
を
越
え
た
、
途
方
も
な
い
く
ら
い
ま
じ
め
な

話
な
ら
い
い
。
少
な
く
と
も
ニ
ー
チ
ェ
の
よ
う
な
水
準
の
ま
じ
め
さ
な
ら
、
ま
あ
許
せ
る
。
中
途
半
端
に
ま
じ

め
な
話
は
だ
め
だ
。
と
こ
ろ
が
、
世
の
中
は
そ
う
し
た
中
途
半
端
に
ま
じ
め
な
話
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
私
だ
っ
て
ま
と
も
な
大
人
だ
か
ら
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
百
も
承
知
だ
。
そ
れ
で
も
や

は
り
、
こ
の
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る
通
念
や
規
範
を
最
終
根
拠
と
す
る
ご
立
派
な
主
張
を
耳
に
し
た
り
（
と

き
に
は
口
に
し
た
り
）
す
る
と
、
ば
か
ば
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
く
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ

う
し
た
全
て
を
ぶ
ち
壊
す
よ
う
な
真
実
の
声
を
聞
き
た
い
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
や
り
き
れ
な
い
で
は
な
い
か
！

　
マ
ン
ガ
に
、
と
き
に
そ
れ
が
聞
き
取
れ
る
こ
と
を
、
私
は
以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
つ
ま
り
発

想
の
破
天
荒
と
い
う
点
で
、
マ
ン
ガ
は
小
説
な
ど
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
を
は
る
か
に
凌
り
ょ
う

駕が

し
て
い
る
よ
う
に
私
に

は
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
十
世
紀
後
半
の
日
本
の
マ
ン
ガ
は
、
世
界
史
的
に
見
て
、
新
し
い
芸
術
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
世
の
中
の
内
部
で
公
認
さ
れ
た
問
題
と
は
違
う
、
世
の
中
の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
に
潜
む
問

題
が
、
き
わ
め
て
鋭
い
感
覚
で
提
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
誰
も
が
自
明
と
思
い
、
そ
の
自
明
性
の

永な
が

井い

　
均

ひ
と
し

1

＊

　 �『
マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る
』

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）

年
二
月

初
出

1
ニ
ー
チ
ェ
　Friedrich�

�
W
ilhelm

�N
ietzsche

　

一
八
四
四
年
～
一
九
〇
〇

年
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
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　さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
生
息
す
る〈
文
学
〉を
発
見
す
る

　

 

文
学
の
分
布
図
を
広
げ
よ
う 

　

　こ
の
単
元
で
読
ん
だ
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
文
学
〉
と
言
わ
れ
て
想

像
す
る
も
の
と
は
、
や
や
毛
色
の
異
な
る
作
品
群
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
コ
ラ
ム
「〈
文
学
〉
の
領
域
を
更
新
す
る
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

〈
文
学
〉
と
い
う
概
念
や
捉
え
方
は
常
に
変
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
実

際
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
つ
い
て
調
べ
、
文
学
観
を
広
げ
て
み
よ
う
。

 
 

近
年
の
芥
あ
く
た

川が
わ

賞
と
直
木
賞
の
受
賞
作
品
や
候
補
作
品
を
調
べ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
の
特
性
・
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。

 
 

星
新
一
の
多
く
の
作
品
は「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」や「
Ｓ
Ｆ
」と
呼

ば
れ
、
安あ

部べ

公
房
の『
鞄か
ば
ん

』は「
寓ぐ
う

話わ

」と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

１２

こ
の
よ
う
に
文
学
作
品
に
は
い
く
つ
も
の
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
す
る
。

①� 

具
体
的
な
作
品
と
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る

か
調
べ
て
み
よ
う
。

②� 

あ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
特
性
・
特
徴
・
パ
タ
ー
ン
な
ど
を
調
べ
て
み

よ
う
。

 
 

あ
る
文
学
作
品
を
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
表
現
し
た
り
、
そ
の
過
程

で
演
出
や
脚
色
が
加
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と（
漫
画
化
・
ア
ニ
メ
化
・

実
写
化
・
舞
台
化
な
ど
）を
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。

①� 

具
体
的
な
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
元
の
作
品
と
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
作
品
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

②� 

こ
の
単
元
で
読
ん
だ
作
品
を
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
表
現
す
る
と
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
や
表
現
方
法
が
よ
い
か
考
え
て
み

よ
う
。

 
 

身
の
回
り
に
あ
る
身
近
な
作
品（
漫
画
や
映
画
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
の
歌
詞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
作
品
な
ど
）か
ら
、
文
学
的
だ

と
思
う
も
の
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
理
由
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
合
っ
て

み
よ
う
。

３４

❖
単
元
の
言
語
活
動
3

 
 

〈
文
学
〉
に
は
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
か
、
そ
の

特
性
・
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
読
解
し
た
り
、
深
く
考
え
た
り
し

て
み
よ
う
。

課
題

文
学
の
境
界
を
広
げ
る

　

��

単
元
の
言
語
活
動
3
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❖
言
葉
と
表
現

1「
も
っ
と
哲
学
的
な
人
」（
九
七
・
1
、
3
、
5
）「
も
っ
と
も
っ
と
哲
学

的
な
人
」（
九
七
・
10
）「
も
っ
と
も
っ
と
も
っ
と
哲
学
的
な
人
」（
九
七
・

14
）
と
、「
も
っ
と
」
と
い
う
語
句
を
重
ね
て
使
う
こ
と
に
は
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
自
分
な
り
に
「
哲
学
」
を
定
義
し
て
み
よ
う
。

2
身
の
ま
わ
り
の
マ
ン
ガ
や
小
説
な
ど
か
ら
哲
学
的
な
問
題
が
描
か

れ
て
い
る
も
の
を
探
し
、
紹
介
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
こ
の
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る
通
念
や
規
範
を
最
終
根
拠
と
す
る

ご
立
派
な
主
張
」（
九
〇
・
5
）
を
、
具
体
的
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

2「
赤
い
壁
」
と
「
Ｗ
ｈ
ｏ
！
」
で
は
、「
現
実
」
や
「
夢
」
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3「
哲
学
」の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
筆
者
は「
哲
学
」

を
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
本
文
中
の
言
葉
を

使
っ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

永
井

　均
（
な
が
い
　ひ
と
し
）　
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
～
。
哲
学
者
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
幼
少
の
頃
に
抱
い
た
「
な
ぜ
こ
の
私
が
私
な

の
か
」
と
い
う
問
い
を
端
緒
に
、
様
々
な
根
源
的
問
い
を
追
究
し
続
け
て
い
る
。
著
書
に
『〈
私
〉
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
』『〈
子
ど
も
〉
の
た

め
の
哲
学
』『
な
ぜ
意
識
は
実
在
し
な
い
の
か
』『
哲
お
じ
さ
ん
と
学
く
ん
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る
』〔
平
成
二
十
一
（
二

〇
〇
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
も
っ
と
も
っ
と
も
っ
と
哲
学
的
な
人
が
、
ど
こ
ま
で
も
い
る
だ
ろ
う
。
哲
学
と
は
、
要

す
る
に
、
な
ぜ
だ
か
最
初
か
ら
少
し

0

0

哲
学
的
だ
っ
た
人
が
、
本
来
の
ま
と
も
な
人
の
い
る
場
所
へ

─
哲
学
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

─
帰
ろ
う
と
す
る
運
動
な
の
だ
が
、
小
さ
な
隔
た
り
を
埋
め
よ
う
と
す
る
そ
の
運
動
こ

そ
が
、
往
々
に
し
て
深し
ん

淵え
ん

を
作
り
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

＊

●

「
深
淵
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

問
往
々
に
し
て

98

も
佐さ

さ々

木き

淳じ
ゅ
ん

子こ

で
あ
る
。

　「
赤
い
壁
」
で
は
、
主
人
公
の
ち
さ
と
は
夢
の
中
で
見
知
ら
ぬ
土
地
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
う
。「
き
み
は
も
う

夢
の
端
ま
で
き
て
い
る
。
そ
れ
以
上
は
行
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。」
と
い
う
男
の
子
の
声
を
振
り
切
っ
て
、
渡
し

舟
に
乗
っ
て
、
つ
い
に
夢
の
端
で
あ
る
赤
い
壁
に
た
ど
り
着
く
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
向
こ
う
側
の
世
界
へ
出

て
み
る
と
、
向
こ
う
側
か
ら
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
育
代
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
る
で
は
な
い
か
。
何
の
こ
と
は
な
い
、

そ
こ
は
家
の
近
所
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
こ
で
は
世
界
の
二
種
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
マ
ン
ガ
特
有
の
表
現
方

法
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

7

＊

●

7
佐
々
木
淳
子
　
一
九
五
五

年
～
。
漫
画
家
。
異
世
界

を
舞
台
と
す
る
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
が
得
意
で
、
夢
・

時
間
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

が
多
い
。

「
世
界
の
二
種
の
リ
ア
リ

テ
ィ
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
か
。

問

佐々木淳子「赤い壁」（『Who!』）

92
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前編 単元3  文学の境界を広げる

●課題
単元内の各教材を横断し、「まとめ→発展」となる活動を展開。
各単元には、文学などについての評論文も収録。

「マンガは哲学する」（永井 均）
単元の言語活動3  「さまざまなメディアに生息する〈文学〉を発見する」

マンガ作品に内在する
哲学的思考を解き明かす

●図版
引用される作品など、視覚
的に作品理解を深める図
版を適宜本文中に入れた。

●注
固有名詞、外来語、難語句
などには本文中に番号を
つけて脚注欄で解説。

●言葉と表現
語句の知識の整理を目的
とした問い（「知識及び技
能」に対応）。

●言語活動
各教材に関する実践的な
活動。

●注意する語句
知っておきたい語句、慣用句、難語
句などは本文中に＊で示し、脚注欄
に見開きごとにまとめた。

●学習のポイント
学習領域に関する問い（「思考力・
判断力・表現力等」に対応）。
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　「こ
こ
で
待
っ
て
い
な
さ
い
ね
」

　ぼ
く
ら
は
少
し
の
間
、
待
つ
。
そ
れ
か
ら
庭
に
入
る
。
家
の
ま
わ
り

を
ぐ
る
っ
と
回
る
。
話
し
声
の
漏
れ
て
く
る
窓
の
下
に
し
ゃ
が
む
。
お

か
あ
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　「う
ち
に
は
も
う
食
べ
物
が
な
い
の
。
パ
ン
も
、
肉
も
、
野
菜
も
、

ミ
ル
ク
も
す
っ
か
り
尽
き
て
し
ま
っ
て
、
何
一
つ
な
い
の
。
も
う
子
供

た
ち
に
食
べ
さ
せ
て
や
れ
な
い
ん
で
す
」

　別
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　「な
る
ほ
ど
そ
れ
で
、
わ
し
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
っ
て
わ
け
か
い
。

十
年
も
の
間
、
忘
れ
て
い
た
く
せ
に
。
訪
ね
て
も
来
な
け
り
ゃ
、
便
り

一
つ
寄
こ
さ
な
か
っ
た
く
せ
に
」

　お
か
あ
さ
ん
が
言
う
。

　「私
が
連
絡
し
な
か
っ
た
わ
け
は
、
よ
く
ご
存
じ
の
は
ず
だ
わ
。
お

と
う
さ
ん
の
こ
と
、
私
は
慕
っ
て
い
た
の
よ
」

　も
う
一
人
が
言
う
。

　「ふ
む
…
…
で
今
に
な
っ
て
や
っ
と
、
お
ま
え
に
は
母
親
も
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
の
か
い
。
突
然
や
っ
て
来
て
、
助
け
て
く
れ
、
と
は

●

悪
童
日
記

　
　
　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
到
着
す
る

　ぼ
く
ら
は
、〈
大
き
な
町
〉
か
ら
や
っ
て
来
た
。
一
晩
中
、
旅
し
て

き
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
眼め

を
赤
く
腫
れ
上
が
ら
せ
て
い
る
。
お
か
あ

さ
ん
は
大
き
な
ボ
ー
ル
紙
の
箱
を
抱
え
て
い
る
。
ぼ
く
ら
二
人
は
、
衣

類
を
詰
め
た
小
さ
な
旅
行
カ
バ
ン
を
一
個
ず
つ
提
げ
、
さ
ら
に
、
お
と

う
さ
ん
の
大
き
な
辞
典
を
か
わ
る
が
わ
る
抱
え
て
い
る
。
腕
が
だ
る
く

な
る
と
交
替
す
る
の
だ
。

　長
い
間
、
ぼ
く
ら
は
歩
く
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
駅
か
ら
遠
い
。

〈
小
さ
な
町
〉
の
、
駅
と
反
対
側
の
端
に
あ
る
の
だ
。
こ
の
町
に
は
、

路
面
電
車
も
、
バ
ス
も
、
自
動
車
も
な
い
。
道
を
行
き
交
っ
て
い
る
の

は
、
幾
台
か
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
だ
。

　人
影
が
ま
ば
ら
で
、
町
は
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
。
ぼ
く
ら
の
足
音

が
聞
こ
え
る
ほ
ど
だ
。
黙
々
と
歩
く
。
お
か
あ
さ
ん
を
真
ん
中
に
し
て
、

ぼ
く
ら
二
人
が
そ
の
両
脇
を
歩
く
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の
庭
木
戸
の
前
で
、
お
か
あ
さ
ん
が
言
う
。

ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ

堀ほ
り

　茂し
げ

樹き

訳

1

●

2

12

小説入門

51015

ど
。　中

ち
ゅ
う

華か

商し
ょ
う

場ば

は
全
部
で
八
棟
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ「
忠
」「
孝
」「
仁
」「
愛
」

「
信
」「
義
」「
和
」「
平
」と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ぼ
く
の
う
ち
は「
愛
」

棟
に
あ
っ
た
。「
愛
」
と
「
信
」
の
あ
い
だ
に
は
歩
道
橋
が
か
か
っ
て

い
て
、「
愛
」
と
「
仁
」
の
あ
い
だ
に
も
か
か
っ
て
い
た
。
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
、
ぼ
く
は
「
愛
」
と
「
信
」
の
あ
い
だ
の
歩
道
橋
が
好
き
だ
っ

た
。
な
ぜ
っ
て
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
長
か
っ
た
し
、
西
門
町
（
戦
前
よ
り

栄
え
る
台タ
イ

北ペ
イ

市
西
部
の
繁
華
街
）
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
歩
道

橋
の
上
に
は
物
売
り
が
た
く
さ
ん
い
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
包
み
パ

イ
（
焼
シ
ャ
オ

餅ビ
ン

）、
子
供
服
や
女
性
の
肌
着
、
あ
と
は
金
魚
、
亀
、
す
っ
ぽ

ん
…
…
そ
れ
に
「
海
和
尚
」
っ
て
い
う
真
っ
青
な
カ
ニ
を
売
っ
て
る
の

を
見
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
き
ど
き
警
察
が
来
て
物
売
り
を
追
っ
払
う

の
だ
が
、
歩
道
橋
は
四
方
八
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、
物
売
り
た

1

2

●

歩
道
橋
の
魔
術
師

　母
さ
ん
は
よ
く
、「
稼
い
で
く
る
子
供
っ
て
の
は
、
な
か
な
か
い
ね

え
な
ぁ
。」
と
、
ぼ
く
に
言
っ
た
。
つ
ま
り
暗
に
ぼ
く
を
非
難
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
く
ば
く
か
の
嘆
き
が
含
ま
れ
て
い
た
。
も
っ

と
も
、
こ
の
嘆
き
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、

そ
れ
ま
で
ぼ
く
は
な
か
な
か
商
売
が
う
ま
か
っ
た
ら
し
い
。

　う
ち
は
靴
屋
だ
っ
た
。
た
だ
、
小
う
る
さ
い
ガ
キ
が
お
客
さ
ん
に
向

か
っ
て
、「
お
似
合
い
で
す
よ
。」
と
か
、「
お
安
く
し
ま
す
よ
。」
と
か
、

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
う
ち
儲も
う

け
が
出
な
い
ん
で
。」
と
か
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ど
う
に
も
遊
ん
で
る
み
た
い
で
説
得
力
に
欠
け
る
。
あ
る
と
き
、
母
さ

ん
は
や
っ
と
い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
ら
し
く
、
ぼ
く
に
こ
う
言
っ

た
。
お
前
、
歩
道
橋
で
靴
ひ
も
と
中
敷
き
を
売
っ
て
お
い
で
。
子
供
が

売
っ
て
り
ゃ
、
み
ん
な
買
う
だ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、
子
供
の
無
邪
気
な

顔
は
、
我
々
が
人
生
を
生
き
抜
く
た
め
に
与
え
ら
れ
た
最
初
の
武
器
だ
。

も
っ
と
も
そ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
ず
っ
と
あ
と
の
話
だ
け
れ

呉ご

　明め
い

益え
き

天あ
ま

野の

健け
ん

太た

郎ろ
う

訳

1
「
忠
」「
孝
」「
仁
」「
愛
」「
信
」「
義
」「
和
」「
平
」

　孫
文
が
唱
え
た
八
つ
の
徳
。
二
四
一
ペ
ー
ジ
注
15
参
照
。

　
　

�

2
台
北
市

　台
湾
の
北
部
に
あ
る
台
湾
最
大
の
都
市
。

229

都
市
と
移
動

　

��

歩
道
橋
の
魔
術
師

都市と移動

510

51015

秋�

ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ

茅ち

野の

蕭し
ょ
う

々し
ょ
う

訳

　
　
　
　
　
　
　

葉
が
落
ち
る
、
遠
く
か
ら
の
や
う
に
落
ち
る
、

大
空
の
遠
い
園
が
枯
れ
る
や
う
に
、

物
を
否
定
す
る
身み

振ぶ
り

で
落
ち
る
。

さ
う
し
て
重
い
地
は
夜
々
に

あ
ら
ゆ
る
星
の
中
か
ら
寂せ
き

寥り
ょ
うへ

落
ち
る
。

我
々
は
す
べ
て
落
ち
る
。
こ
の
手
も
落
ち
る
。

他
を
御
覧
。
総す

べ
て
に
落
下
が
あ
る
。

し
か
し
一
人
ゐ
る
、
こ
の
落
下
を

限か
ぎ
りな
く
や
さ
し
く
両
手
で
支
へ
る
者
が
。

ラ�

イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ

　

Rainer M
aria Rilke 

一
八
七
五
年
～
一
九
二
六
年
。

詩
人
・
作
家
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
生
ま
れ
。

茅�

野
蕭
々

　明
治
十
六
（
一
八
八
三

）
年
～
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六

）
年
。
ド
イ
ツ
文
学
者
・

詩
人
。
長
野
県
の
生
ま
れ
。

　
　（本
文
は
『
リ
ル
ケ
詩
抄
』〔
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八

）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。）

文
学
の
窓

　日
本
の
近
・
現
代
詩
は
、
明
治
以
降
に
試
み
ら
れ
た
西
洋
の
詩

の
翻
訳
か
ら
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
発
展
し
た
。
上
田
敏
『
海
潮

音
』（
明
治
三
十
八
年
）、
永
井
荷
風
『
珊さ
ん

瑚ご

集
』（
大
正
二
年
）、

堀
口
大
学
『
月
下
の
一
群
』（
大
正
十
四
年
）
と
い
っ
た
訳
詩
集
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
名
な
詩
人
た
ち
を
初
め
て
日
本
に
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
西
洋
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
し
い
概
念
や
情
動
を
日

本
語
の
中
に
導
き
入
れ
、
詩
的
表
現
の
幅
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
時
に
は
七
五
調
や
文
語
の
情
趣
を
活
用
し
な
が
ら
、

大
胆
か
つ
繊
細
に
原
詩
を
捉
え
直
し
た
そ
れ
ら
翻
訳
詩
の
独
特
の

魅
力
は
、
新
訳
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
現
在
で
も
な
お
生
彩
を
失

わ
ず
、
愛
読
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　こ
こ
に
掲
出
し
た
リ
ル
ケ
も
ま
た
、
早
く
か
ら
翻
訳
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
、
日
本
の
詩
の
歴
史
に
決
定
的
な
足
跡
を
残
し
た
詩
人

で
あ
る
。
茅
野
蕭
々
訳
『
リ
ル
ケ
詩
抄
』（
昭
和
二
年
）
の
清
新
な

口
語
訳
は
、
自
然
界
の
様
々
な
形
象
に
生
の
本
質
を
見
る
リ
ル
ケ

の
透
徹
し
た
ま
な
ざ
し
と
調
和
し
、
幅
広
い
読
者
の
共
感
を
得
た
。

264

ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ

　

A
gota K

ristof

　一
九
三
五
年
～
二
〇
一
一
年
。
小
説
家
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
生
ま
れ
。
一
九
五
六
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

動
乱
の
際
に
亡
命
し
、
ス
イ
ス
に
移
住
し
た
。
一
九
八
六
年
、『
悪
童
日
記
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。
母
語
で
は
な
い
フ
ラ
ン
ス
語
で
執
筆
し
た
。
ほ
か

に
長
編
小
説
『
ふ
た
り
の
証
拠
』『
昨
日
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
悪
童
日
記
』〔
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

〔
訳
者
〕
堀

　茂
樹
（
ほ
り
　し
げ
き
）

　昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
～
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
翻
訳
家
。
訳
書
に
ク
リ
ス
ト
フ
『
ふ
た
り
の
証
拠
』

『
第
三
の
噓う

そ

』
な
ど
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
語
の
対
義
語
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

⑴
主
題
（
一
五
・
上
2
）

　

⑵
客
観
性
（
一
五
・
下
10
）

2「〈
大
き
な
町
〉」（
一
二
・
上
4
）「〈
小
さ
な
町
〉」（
一
二
・
上
11
）
の
よ

う
な
、
固
有
名
を
使
用
し
な
い
抽
象
的
な
表
現
の
例
を
挙
げ
て
み

よ
う
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
考
え
て

み
よ
う
。

1「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
到
着
す
る
」（
一
二
・
上
4
～
一
四
・
上
21
）
を

読
ん
で
、
こ
こ
か
ら
先
、
ど
の
よ
う
な
展
開
が
予
想
さ
れ
る
か
、

な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
到
着
す
る
」（
一
二
・
上
4
～
一
四
・
上
21
）
か
ら
、

「
お
か
あ
さ
ん
」
の
描
写
を
抜
き
出
し
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
読
み
取
れ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2「
ぼ
く
ら
の
学
習
」（
一
四
・
下
4
～
一
六
・
上
1
）
に
は
、
こ
の
小
説
文

の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
自
分

の
言
葉
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3「
お
か
あ
さ
ん
」（
一
六
・
上
5
～
一
八
・
下
11
）
で
は
、
ど
の
よ
う
な
出

来
事
が
語
ら
れ
て
い
る
か
、
要
約
し
て
み
よ
う
。

4
こ
の
小
説
で
は
感
情
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
ど
の
よ

う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

19

小
説
入
門

　

  

悪
童
日
記

小
説
入
門

　

  

悪
童
日
記

呉

　明
益
（
ご 

め
い
え
き
）

　一
九
七
一
年
～
。
小
説
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
台
湾
・
台
北
生
ま
れ
。
二
十
一
歳
ま
で
中
華
商
場
で
過
ご
し
た
。

代
表
作
に
連
作
短
編
『
歩
道
橋
の
魔
術
師
』、
長
編
小
説
『
自
転
車
泥
棒
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
歩
道
橋
の
魔
術
師
』〔
平
成
二
十
七
（
二

〇
一
五
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

〔
訳
者
〕
天
野
健
太
郎
（
あ
ま
の 

け
ん
た
ろ
う
）

　昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
～
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
。
翻
訳
家
。
訳
書
に
呉
明
益
『
自

転
車
泥
棒
』
な
ど
。

い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
中
華
商
場
の
八
棟
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
名
前
「
忠
」「
孝
」「
仁
」「
愛
」

「
信
」「
義
」「
和
」「
平
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

2
伝
統
的
な
儒
教
の
徳
目
に
つ
い
て
調
べ
、
1
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

1
作
品
中
に
出
て
く
る
台
北
の
街
や
食
べ
物
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ

う
。

2
子
供
の
頃
の
不
思
議
な
体
験
や
、
子
供
の
頃
な
ら
で
は
の
感
覚
を

思
い
出
し
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
子
供
の
頃
の
「
ぼ
く
」
の
感
性
が
よ
く
表
れ
て
い
る
箇
所
を
指
摘

し
て
み
よ
う
。

2
こ
の
小
説
で
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
（
郷
愁
）
を
感
じ
る
が
、
そ
れ

は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3「「
本
当
」
の
マ
ジ
ッ
ク
」（
二
四
二
・
上
20
～
下
1
）
と
あ
る
が
、
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

4
魔
術
師
の
「
目
」
に
つ
い
て
の
描
写
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

5
　

4
を
踏
ま
え
て
、
最
後
の
段
落
（
二
四
二
・
下
8
～
下
19
）
が
意
味
し
て

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

16
掌
紋

　手
の
ひ
ら
に
あ
る
皮
膚
の
隆
起
線
。
指
紋
と
同
様
に
個
体
固
有
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

17
眼
窩

　眼
球
が
入
っ
て
い
る
頭
蓋
骨
の
く
ぼ
ん
だ
部
分
。�

 

馬
が
合
う

　「
チ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
…
気
づ
い
た
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

問

243

都
市
と
移
動

　

��

歩
道
橋
の
魔
術
師
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海
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�

時
代
状
況
や
舞
台
設
定
に
注
目
し
、
作
品
と
の
か
か
わ
り
を
捉
え
る
。

�

歴
史
的
な
文
脈
の
中
に
作
品
を
置
き
、
批
評
性
や
問
題
意
識
を
つ
か
む
。

�

文
学
作
品
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
読
ま
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ

の
評
価
を
問
い
直
す
。

文
学
と
歴
史

3

は
な
く
、
筆
に
任
せ
て
書
き
記
し
つ
る
紀
行
文
、
日
ご
と
に
幾
千
言
を

か
な
し
け
ん
、
当
時
の
新
聞
に
載
せ
ら
れ
て
、
世
の
人
に
も
て
は
や
さ

れ
し
か
ど
、
今
日
に
な
り
て
思
へ
ば
、
幼
き
思
想
、
身
の
程
知
ら
ぬ
放

言
、
さ
ら
ぬ
も
尋よ
の

常つ
ね

の
動
植
金
石
、
さ
て
は
風
俗
な
ど
を
さ
へ
珍
し
げ

に
記
し
し
を
、
心
あ
る
人
は
い
か
に
か
見
け
ん
。
こ
た
び
は
途
に
上
り

し
と
き
、
日に

記き

も
の
せ
ん
と
て
買
ひ
し
冊
子
も
ま
だ
白
紙
の
ま
ま
な
る

舞ま
ひ

姫ひ
め

　石
炭
を
ば
は
や
積
み
果
て
つ
。
中
等
室
の
卓つ

く
えの

ほ
と
り
は
い
と
静
か

に
て
、
熾し

熱ね
つ

灯と
う

の
光
の
晴
れ
が
ま
し
き
も
い
た
づ
ら
な
り
。
今こ

宵よ
ひ

は
夜

ご
と
に
こ
こ
に
集
ひ
来
る
骨カ
ル
タ牌

仲
間
も
ホ
テ
ル
に
宿
り
て
、
船
に
残
れ

る
は
余
一
人
の
み
な
れ
ば
。
五い
つ

年と
せ

前
の
こ
と
な
り
し
が
、
平ひ

ご
ろ生

の
望
み

足
り
て
、
洋
行
の
官
命
を
か
う
む
り
、
こ
の
セ
イ
ゴ
ン
の
港
ま
で
来こ

し

頃
は
、
目
に
見
る
も
の
、
耳
に
聞
く
も
の
、
一
つ
と
し
て
新
た
な
ら
ぬ

森も
り

　鷗お
う

外が
い

1

2

3

4

舞
姫

み
づ
の
上
日
記

森
鷗
外

樋
口
一
葉

文
学
の
窓 

日
和
下
駄
（
永
井
荷
風
）

入
れ
札

菊
池
寛

　
　
　
　文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
再
考
す
る

物
語
と
歴
史
の
あ
い
だ

野
家
啓
一

単
元
の
言
語
活
動
3

コ
ラ
ム

後 

編
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文学と歴史

5

　
も
ち
ろ
ん
ど
こ
の
国
だ
っ
て
隣
づ
き
あ
い
が
あ
る
以
上
は
そ
の
影
響

を
受
け
る
の
が
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、
わ
が
日
本
と
い
え
ど
も
昔

か
ら
そ
う
超
然
と
し
て
た
だ
自
分
だ
け
の
活
力
で
発
展
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
あ
る
と
き
は
三さ
ん

韓か
ん

、
ま
た
あ
る
と
き
は
支
那
と
い
う
ふ
う
に
、

大
分
外
国
の
文
化
に
か
ぶ
れ
た
時
代
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
長
い
月
日

を
前
後
ぶ
っ
通
し
に
計
算
し
て
大
体
の
上
か
ら
一い
ち

瞥べ
つ

し
て
み
る
と
、
ま

あ
比
較
的
内
発
的
の
開
化
で
進
ん
で
き
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
少
な
く

と
も
鎖
港
排
外
の
空
気
で
二
百
年
も
麻
酔
し
た
あ
げ
く
、
突
然
西
洋
文

化
の
刺
激
に
跳
ね
上
が
っ
た
く
ら
い
強
烈
な
影
響
は
有
史
以
来
ま
だ
受

け
て
い
な
か
っ
た
と
言
う
の
が
適
当
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
開
化
は
あ
の
と
き
か
ら
急
激
に
曲
折
し
始
め
た
の
で
あ
り
ま

2

3＊

4

●

現
代
日
本
の
開
化

　
現
代
の
日
本
の
開
化
は
一
般
の
開
化
と
ど
こ
が
違
う
か
と
い
う
の
が

問
題
で
す
。
も
し
一
言
に
し
て
こ
の
問
題
を
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば

私
は
こ
う
断
じ
た
い
、
西
洋
の
開
化
（
す
な
わ
ち
一
般
の
開
化
）
は
内

発
的
で
あ
っ
て
、
日
本
の
現
代
の
開
化
は
外
発
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
内

発
的
と
い
う
の
は
内
か
ら
自
然
に
出
て
発
展
す
る
と
い
う
意
味
で
ち
ょ

う
ど
花
が
開
く
よ
う
に
お
の
ず
か
ら
蕾つ
ぼ
みが

破
れ
て
花
弁
が
外
に
向
か
う

の
を
言
い
、
ま
た
外
発
的
と
は
外
か
ら
お
っ
か
ぶ
さ
っ
た
他
の
力
で
や

む
を
え
ず
一
種
の
形
式
を
取
る
の
を
指
し
た
つ
も
り
な
の
で
す
。
も
う

一
口
説
明
し
ま
す
と
、
西
洋
の
開
化
は
行
雲
流
水
の
ご
と
く
自
然
に
働

い
て
い
る
が
、
御ご

維い
っ

新し
ん

後
、
外
国
と
交
渉
を
付
け
た
以
後
の
日
本
の
開

化
は
大
分
勝
手
が
違
い
ま
す
。

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

＊

1

　 �

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
八
月
、
和
歌
山
で
の
講
演
。『
朝
日
講
演
集
』
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
十
一
月
。�

 

行
雲
流
水
　
一
瞥

1
御
維
新
　
明
治
維
新
の
こ
と
。
江
戸
幕
府
の
倒
壊
か
ら
明
治
新
政
府
成
立
（
一
八
六
八
年
）
に
至
る
一
連
の
統
一
国
家
形
成
へ
の
政
治
改
革
過
程
を
言
う
。

2
三
韓
　
古
代
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
新し

ら
ぎ羅

・
百く
だ
ら済

・
高こ
う

句く

麗り

の
三
国
の
総
称
。
　
　
　�

3
　
支
那
　
七
九
ペ
ー
ジ
注
21
参
照
。

4
鎖
港
排
外
　
江
戸
幕
府
の
鎖
国
政
策
（
一
六
三
九
年
～
一
八
五
四
年
）
を
指
す
。

　「
あ
の
と
き
」
と
は
、
何
を
指
す
か
。

初
出
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山
月
記

　
隴ろ
う

西せ
い

の
李り

徴ち
ょ
うは
博
学
才さ
い

穎え
い

、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎こ

榜ぼ
う

に
連
ね
、
つ
い
で
江
南
尉

に
補
せ
ら
れ
た
が
、
性
、
狷け
ん

介か
い

、
自
ら
恃た
の

む
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
厚
く
、
賤せ
ん

吏り

に
甘
ん
ず
る
を
潔

し
と
し
な
か
っ
た
。
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、

か
く

略り
ゃ
くに
帰き

臥が

し
、
人
と
交

わ
り
を
絶
っ
て
、
ひ
た
す
ら
詩
作
に
ふ
け
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前

に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し
て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺の
こ

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

文
名
は
容
易
に
揚
が
ら
ず
、
生
活
は
日
を
追
う
て
苦
し
く
な
る
。
李
徴
は
よ
う
や
く
焦
燥
に
駆

ら
れ
て
き
た
。
こ
の
頃
か
ら
そ
の
容
貌
も
峭
し
ょ
う

刻こ
く

と
な
り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光
の
み
い
た
ず

ら
に
炯け
い

々け
い

と
し
て
、
か
つ
て
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊ほ

う

頰き
ょ
うの

美
少
年
の
面
影
は
、
ど
こ
に
求
め

よ
う
も
な
い
。
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、
妻
子
の
衣
食
の
た
め
に
つ
い
に
節
を
屈
し
て
、

再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
こ
れ
は
、
己
の
詩
業

に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
か
つ
て
の
同
輩
は
す
で
に
は
る
か
高
位
に
進
み
、
彼
が
昔
、

鈍
物
と
し
て
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
往
年

の
俊
才
李
徴
の
自
尊
心
を
い
か
に
傷
つ
け
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
は
怏お
う

々お
う

と
し
て
楽

中な
か

島じ
ま

　
敦

あ
つ
し

1

2

3

4

5

6

＊

7

8

＊

9

＊

＊

10

＊

11

1
隴
西
　
現
在
の
中
国
の
甘
粛
省
隴
西
県
。

2
才
穎
　
才
知
が
並
外
れ
て
優
れ
て
い
る
こ
と
。

3
天
宝
　
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
時
代
の
年
号
（
七
四
二

年
～
七
五
六
年
）。

4
虎
榜
　
科
挙
（
官
吏
登
用
試
験
）
に
合
格
し
た
者

の
姓
名
を
掲
示
す
る
木
札
。

5
江
南
尉
　「
江
南
」
は
、
現
在
の
長
江
以
南
の
地

域
。「
尉
」は
軍
事
や
警
察
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
官
。

6
狷
介
　
自
分
の
考
え
に
固
執
し
、
他
人
と
協
調
し

な
い
こ
と
。

7
故
山
　
故
郷
。

8　

略
　
現
在
の
河
南
省
霊
宝
市
。

9
峭
刻
　
厳
し
く
、
険
し
い
こ
と
。

10
登
第
　
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
。

11
怏
々
　
心
が
満
ち
足
り
な
い
さ
ま
。

　 �『
文
学
界
』
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
二
月

初
出

20

510

小説入門

く
今
ま
で
と
は
違
っ
た
魅
力
を
帯
び
出
し
て
く
る
の
を
発
見
す
る
。
そ
し

て
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
漆
と
い
う
塗
料
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
塗
っ
た
器

物
の
色
沢
に
愛
着
を
覚
え
た
こ
と
の
偶
然
で
な
い
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

友
人
サ
バ
ル
ワ
ル
君
の
話
に
、
イ
ン
ド
で
は
現
在
で
も
食
器
に
陶
器
を
使

う
こ
と
を
卑
し
み
、
多
く
は
塗
り
物
を
用
い
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
そ

の
反
対
に
、
茶
事
と
か
、
儀
式
と
か
の
場
合
で
な
け
れ
ば
、
膳
と
吸
い
物

椀
の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
陶
器
ば
か
り
を
用
い
、
漆
器
と
い
う
と
、
や
ぼ
く

さ
い
、
雅
味
の
な
い
も
の
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
つ
に

は
、
採
光
や
照
明
の
設
備
が
も
た
ら
し
た
「
明
る
さ
」
の
せ
い
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
事
実
、「
闇
」
を
条
件
に
入
れ
な
け
れ
ば
漆
器
の
美
し
さ

は
考
え
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
今
日
で
は
白
漆
と
い
う
よ
う
な
も
の

も
で
き
た
け
れ
ど
も
、
昔
か
ら
あ
る
漆
器
の
肌
は
、
黒
か
、
茶
か
、
赤
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
幾
重
も
の
「
闇
」
が
堆
積
し
た
色
で
あ
り
、
周
囲
を
包

む
暗
黒
の
中
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
出
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
派
手

な
蒔ま

き

絵え

な
ど
を
施
し
た
ピ
カ
ピ
カ
光
る
蠟
塗
り
の
手
箱
と
か
、
文
台
と
か
、

棚
と
か
を
見
る
と
、
い
か
に
も
ケ
バ
ケ
バ
し
く
て
落
ち
着
き
が
な
く
、
俗

悪
に
さ
え
思
え
る
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
し
そ
れ
ら
の
器
物
を
取
り

囲
む
空
白
を
真
っ
黒
な
闇
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
太
陽
や
電
灯
の
光
線
に
代
え

る
に
一
点
の
灯
明
か
蠟
燭
の
明
か
り
に
し
て
み
た
ま
え
、
た
ち
ま
ち
そ
の

ケ
バ
ケ
バ
し
い
も
の
が
底
深
く
沈
ん
で
、
渋
い
、
重
々
し
い
も
の
に
な
る

4

5

6

7

8

9

陰い
ん

翳え
い

礼ら
い

讃さ
ん�

谷た
に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

　
京
都
に
「
Ｗ
」
と
い
う
有
名
な
料
理
屋
が
あ
っ
て
、
こ
こ
の
家
で
は
近

頃
ま
で
客
間
に
電
灯
を
と
も
さ
ず
、
古
風
な
燭

し
ょ
く

台だ
い

を
使
う
の
が
名
物
に

な
っ
て
い
た
が
、
今
年
の
春
、
久
し
ぶ
り
で
行
っ
て
み
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
行あ

ん

灯ど
ん

式
の
電
灯
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ
か
ら
こ
う
し
た

の
か
と
聞
く
と
、
去
年
か
ら
こ
れ
に
い
た
し
ま
し
た
、
蠟ろ

う

燭そ
く

の
灯
で
は
あ

ま
り
暗
す
ぎ
る
と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
が
多
い
も
の
で
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、

よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
た
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
昔
の
ま

ま
の
ほ
う
が
よ
い
と
お
っ
し
ゃ
る
お
方
に
は
、
燭
台
を
持
っ
て
ま
い
り
ま

す
と
言
う
。
で
、
せ
っ
か
く
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、

燭
台
に
替
え
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
と
き
私
が
感
じ
た
の
は
、
日
本
の
漆

器
の
美
し
さ
は
、
そ
う
い
う
ぼ
ん
や
り
し
た
薄
明
か
り
の
中
に
置
い
て
こ

そ
、
初
め
て
本
当
に
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
Ｗ
」
の
座

敷
と
い
う
の
は
四
畳
半
ぐ
ら
い
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
茶
席
で
あ
っ
て
、
床

柱
や
天
井
な
ど
も
黒
光
り
に
光
っ
て
い
る
か
ら
、
行
灯
式
の
電
灯
で
も
も

ち
ろ
ん
暗
い
感
じ
が
す
る
。
が
、
そ
れ
を
い
っ
そ
う
暗
い
燭
台
に
改
め
て
、

そ
の
穂
の
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ま
た
た
く
陰
に
あ
る
膳
や
椀わ

ん

を
見
つ
め
て
い
る
と
、

そ
れ
ら
の
塗
り
物
の
沼
の
よ
う
な
深
さ
と
厚
み
と
を
持
っ
た
つ
や
が
、
全

1

2

3

文
学
の
窓

5101520
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檸れ
も
ん檬

　え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
が
私
の
心
を
始
終
抑
え
つ
け
て
い
た
。
焦
燥
と
言
お
う
か
、
嫌
悪
と
言
お
う

か

―
酒
を
飲
ん
だ
後
に
宿ふ
つ

酔か
よ
いが

あ
る
よ
う
に
、
酒
を
毎
日
飲
ん
で
い
る
と
宿
酔
に
相
当
し
た
時
期
が
や
っ
て

く
る
。
そ
れ
が
来
た
の
だ
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
い
け
な
か
っ
た
。
結
果
し
た
肺は
い

尖せ
ん

カ
タ
ル
や
神
経
衰
弱
が
い
け

な
い
の
で
は
な
い
。
ま
た
背
を
焼
く
よ
う
な
借
金
な
ど
が
い
け
な
い
の
で
は
な
い
。
い
け
な
い
の
は
そ
の
不
吉

な
塊
だ
。
以
前
私
を
喜
ば
せ
た
ど
ん
な
美
し
い
音
楽
も
、
ど
ん
な
美
し
い
詩
の
一
節
も
辛
抱
が
な
ら
な
く
な
っ

た
。
蓄
音
器
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
に
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
い
っ
て
も
、
最
初
の
二
、
三
小
節
で
不
意
に
立
ち
上

が
っ
て
し
ま
い
た
く
な
る
。
何
か
が
私
を
居
た
た
ま
ら
ず
さ
せ
る
の
だ
。
そ
れ
で
始
終
私
は
街
か
ら
街
を
浮
浪

し
続
け
て
い
た
。

　な
ぜ
だ
か
そ
の
頃
私
は
み
す
ぼ
ら
し
く
て
美
し
い
も
の
に
強
く
引
き
つ
け
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
風
景

に
し
て
も
壊く
ず

れ
か
か
っ
た
街
だ
と
か
、
そ
の
街
に
し
て
も
よ
そ
よ
そ
し
い
表
通
り
よ
り
も
ど
こ
か
親
し
み
の
あ

る
、
汚
い
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
っ
た
り
が
ら
く
た

0

0

0

0

が
転
が
し
て
あ
っ
た
り
む
さ
く
る
し
い
部
屋
が
の
ぞ
い
て
い

た
り
す
る
裏
通
り
が
好
き
で
あ
っ
た
。
雨
や
風
が
む
し
ば
ん
で
や
が
て
土
に
帰
っ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
よ
う

な
趣
の
あ
る
街
で
、
土
塀
が
崩
れ
て
い
た
り
家
並
み
が
傾
き
か
か
っ
て
い
た
り

―
勢
い
の
い
い
の
は
植
物
だ

梶か
じ

井い

基も
と

次じ

郎ろ
う

●

1

「
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉

な
塊
」
が
生
じ
る
原
因
は
、

何
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。

1
肺
尖
カ
タ
ル

　肺
尖
（
肺
の

上
部
の
尖と
が
っ
た
部
分
）
の
炎

症
。
ま
た
、
肺
結
核
の
初

期
を
い
う
。

問

　

 �『
青
空
』
大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
一
月

初
出

200

都市と移動

510

　「
こ
こ
ろ
」
は
、「
上
　
先
生
と
私

わ
た
く
し」「

中
　
両
親
と
私
」「
下
　
先
生
と
遺
書
」
の
三
編
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
本
書
に
採
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
下
　

先
生
と
遺
書
」
の
一
部
で
あ
る
。

上
　
先
生
と
私

　
学
生
の
「
私
わ
た
く
し」

は
海
水
浴
場
で
偶
然
あ
る
人
物
と
知
り
合
い
、
ご
く
自
然
に
そ
の
人
を
「
先
生
」
と
呼
ん
で
、
親
し
く
そ
の
家
に
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
る
。「
私
」
は
自
分
で
も
理
由
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
「
先
生
」
に
惹ひ

か
れ
て
い
く
。「
先
生
」
と
の
交
際
は
人
間
ら
し
い
温
か
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し

こ
こ
ろ

　

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

�

近
代
日
本
文
学
の
代
表
的
な
作
品
、
特
色
の
あ
る
作
品
を
通
し
て
、
言
葉
の
芸
術

と
し
て
の
小
説
の
力
を
学
ぶ
。

�

手
紙
を
書
く
と
い
う
身
近
な
営
み
の
中
に
見
え
る
言
葉
の
姿
を
確
か
め
る
。

言
葉
が
社
会
の
中
で
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
を
考
え
る
。

こ
こ
ろ

夏
目
漱
石

夏
目
漱
石
・
芥
川
龍
之
介
往
復
書
簡

山
東
京
伝

「
東
京
語
」の
表
象
の
成
立

内
田
百
閒

イ
・
ヨ
ン
ス
ク

文
学
の
窓 

群
れ
ず
集
ま
る
（
田
中
和
将
）

単
元
の
言
語
活
動
4

言
葉
の
力

4 前 

編
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言葉の力
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日
本
人
な
ら
誰
も
が
読
ん
で
お
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い
将
来
に
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み
継
が
れ
る
定
番
作
品



❖
言
葉
と
表
現

1「
律
」（
四
一
・
6
）
に
つ
い
て
、
詩
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
熟
語
を
探
し
て
み
よ
う
。

2「
お
そ
ろ
し
さ
」（
四
一
・
10
）
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
意
味
が
あ
る

か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

3「
や
ら
」（
四
五
・
4
、
5
）「
だ
の
」（
四
五
・
6
）
と
い
う
並
列
の
助
詞

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け

ら
れ
る
か
、
調
べ
て
例
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

文
学
の
窓

　事
柄
は
単
純
明
瞭
で
あ
る

─
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
右
の
引

用
で
は
、
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
…
…
と
二
つ
重
な
る
原
詩
の
促
音
の
、
初
め

の
一
つ
が
抜
け
落
ち
て
い
る
（
ほ
か
に
も
字
句
の
違
い
が
あ
る
）。
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
文
献
考
証
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
確
認
す
べ

き
い
く
つ
も
の
問
題
が
派
生
し
て
く
る
が
、
そ
う
し
た
手
続
き
は
こ
の
際

全
て
省
く
。

　肝
心
な
こ
と
は
、
私
自
身
が
実
は
、
こ
の
詩
の
印
刷
さ
れ
た
文
字
面づ

ら

の
、

僅
か
な
食
い
違
い
に
違
和
を
感
じ
る
ほ
ど
の
視
覚
的
な
印
象
を
持
ち
続
け

て
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
何
年
間
も
リ
フ
レ
イ
ン
を
記
憶
の
中
で
復
唱

し
て
い
る
間
に
、
音
声
的
に
は
完
全
に
促
音
を
一
つ
脱
落
さ
せ
て
、
汚
れ

ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…
と
覚
え
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
江
藤
淳
の
著

書
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
視
覚
と
音
声
と
の
記
憶
の
乖か

い

離り

に
気
づ
い
た
と

き
、
わ
れ
な
が
ら
一
つ
の
驚
き
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
発
見
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
十
何
年
も
、
私
は
中
原
中
也
の
詩
の
リ
ズ
ム
を
、
少
し
も
本
当

7

詩
的
リ
ズ
ム
─
音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト�

�

菅す
が

谷や

規き

矩く

雄お

　江
藤
淳じ

ゅ
んの

《
小
林
秀ひ

で

雄お

》
に
は
、
小
林
の
批
評
文

─
中
原
中ち

ゅ
う

也や

の

『
山や

羊ぎ

の
歌
』

─
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
小
林
は
中
原

の
詩
の
一
節
を
次
の
よ
う
に
書
き
写
し
て
い
る
。

　
　汚
れ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

　
　今
日
も
小
雪
が
ふ
り
か
か
る

　
　汚
れ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

　
　今
日
も
風
さ
へ
吹
す
ぎ
る

　こ
の
箇
所
を
読
み
か
け
て
ふ
と
私
は
納
得
し
な
い
も
の
を
感
じ
、
や
は

り
同
じ
詩
の
引
用
さ
れ
て
い
る
小
林
の《
中
原
中
也
の
思
い
出
》を
当
た
っ

て
み
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
何
よ
り
私
自
身
に
い
つ
の

間
に
か
し
み
こ
ん
で
い
た
錯
覚
に
驚
い
た
の
だ
っ
た
。

1

2

3

4

5

6

詩
歌
入
門

　

  

崖
・
文
学
の
窓
（
詩
的
リ
ズ
ム
）

10 5
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詩
の
自
由
を
探
る

　《詩
的
》《
詩
の
よ
う
な
》《
詩
を
感
じ
さ
せ
る
》
な
ど
の
言
い
回
し
が
よ
く
行
わ
れ
る
。
こ
ん
な
《
詩
的
》《
詩

の
よ
う
な
》《
詩
を
感
じ
さ
せ
る
》
と
い
う
表
現
な
ら
ば
、
一
般
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
わ
か
り
や
す
い
。

言
語
に
沿
っ
て
の
、
美
し
さ
の
快
楽
を
感
じ
と
っ
て
、《
詩
ら
し
さ
》と
で
も
い
う
ほ
か
は
な
い
、
あ
る
種
の「
ら

し
さ
」
に
思
い
を
こ
め
な
が
ら
「
詩
」
と
称
す
る
こ
と
が
、
私
ど
も
に
は
少
な
く
な
い
。

　歌
謡
・
短
歌
・
俳
句
が
詩
で
あ
り
、
漢
詩
は
も
と
よ
り
詩
で
、
近
代
詩
も
、
現
代
詩
も
詩
で
あ
る
と
い
う
広

藤ふ
じ

井い

貞さ
だ

和か
ず

　

 �

　本
書
の
た
め
の
書
き

下
ろ
し

初
出

�

詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
歴
史
性
や
特
徴
、
ま
た
表
現
上
の
独
特
の
効
果
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
作
品
分
析
を
通
し
て
学
ぶ
。

�
さ
ま
ざ
ま
な
詩
作
品
に
触
れ
、
詩
的
表
現
が
持
っ
て
い
る
力
や
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
る
。

詩
の
自
由
を
探
る

秋
の
祈

雪汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…

崖

藤
井
貞
和

高
村
光
太
郎

三
好
達
治

中
原
中
也

石
垣
り
ん

文
学
の
窓 

詩
的
リ
ズ
ム
─
音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト
（
菅
谷
規
矩
雄
）

単
元
の
言
語
活
動
2

詩
歌
入
門

2 前 

編

36

5

詩歌入門

な
っ
て
、
心
の
調
べ
と
も
言
う
べ
き
、
高
い
精
神
性
が
支
え
ら
れ
る
。『
源げ

ん

氏じ

物
語
』
手て

習な
ら
い

巻の
ま
きの

女
主
人
公
、

浮う
き

舟ふ
ね

の
君
の
手
習
い
歌
の
よ
う
に
。
そ
れ
は
古
代
で
の
「
現
代
詩
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　近
代
詩
や
現
代
詩
に
な
る
と
、
書
く
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
く
る
。

　一
行
目
を
何
字
で
書
こ
う
と
自
由
で
、
改
行
す
る
。
二
行
目
も
自
由
な
字
数
で
、
ま
た
改
行
す
る
。
現
代
詩

が
自
由
詩
で
あ
る
と
は
、
何
よ
り
も
こ
の
字
数
の
自
由
に
あ
る
。
で
は
改
行
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
字
数
の
自
由

を
保
つ
た
め
に
改
行
す
る
。
改
行
す
る
と
、
縦
組
み
の
場
合
、
そ
の
下
が
決
し
て
字
を
入
れ
て
は
な
ら
な
い
空

白
に
な
る
。
書
き
起
こ
す
上
の
ほ
う
に
も
空
白
が
広
が
る
。

　書
く
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
空
白
は
現
代
詩
に
と
っ
て
の
大
事
な
特
徴
だ
。
広
い
空

白
の
う
ち
に
浮
か
び
上
が
る
自
由
詩
。
う
た
を
喪

う
し
な

っ
た
よ
う
に
見
え
て
、
大
切
な
心
の
調
べ
は
韻ひ

び

き
に
な
っ
て

そ
の
空
間
に
戻
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

11

●

藤
井
貞
和
（
ふ
じ
い 

さ
だ
か
ず
）

　昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
～
。
詩
人
・
文
学
研
究
者
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
神
話
や
口
承
文
芸
の
要
素
に
満

ち
た
豊ほ

う

饒じ
ょ
うな

詩
世
界
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
詩
歌
の
歴
史
と
構
造
を
探
る
著
作
も
多
い
。
詩
集
に
『
こ
と
ば
の
つ
え
、

こ
と
ば
の
つ
え
』『
神
の
子
犬
』『
春は

る

楡に
れ

の
木
』、
他
に
『
言
葉
と
戦
争
』『
日
本
語
と
時
間
』『〈
う
た
〉
起
源
考
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
、
本

書
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
。

9
大
伴
家
持

　七
一
八
年
頃
～

七
八
五
年
。『
万
葉
集
』
を

代
表
す
る
歌
人
。

10

　『古
今
集
』
仮
名
序

　延

喜
五
（
九
〇
五
）
年
に
成
立

し
た
最
初
の
勅
ち
ょ
く

撰せ
ん

和
歌
集

『
古
今
和
歌
集
』
の
序
文
の

一
つ
。
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

に
よ
っ
て
仮

名
で
書
か
れ
、
歌
論
の
最
初

の
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

11
『
源
氏
物
語
』

　十
一
世
紀

初
め
頃
に
紫
式
部
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
長
編
物
語
。

「
こ
れ
ら
の
空
白
は
現
代
詩

に
と
っ
て
の
大
事
な
特
徴
だ
」

と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

問

39

詩
歌
入
門

　

��

詩
の
自
由
を
探
る

5

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

今
日
も
小
雪
の
降
り
か
か
る

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

今
日
も
風
さ
へ
吹
き
す
ぎ
る

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
は

た
と
へ
ば
狐き
つ
ねの

革か
は

裘ご
ろ
も

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
は

小
雪
の
か
か
つ
て
ち
ぢ
こ
ま
る

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
は

な
に
の
ぞ
む
な
く
ね
が
ふ
な
く

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
は

中な
か

原は
ら

中ち
ゅ
う

也や

●

1

「
小
雪
」は
、
こ
の
詩
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
表

し
て
い
る
か
。

問1
革
裘

　毛
皮
で
作
っ
た
防
寒

用
の
衣
。

43

詩
歌
入
門

　

  

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…

510

倦け

怠だ
い

の
う
ち
に
死
を
夢
む

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

い
た
い
た
し
く
も
怖お

ぢ

気け

づ
き

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

な
す
と
こ
ろ
も
な
く
日
は
暮
れ
る
…
…

2

3

3
怖
気
づ
き

　怖
が
る
気
持

ち
が
起
こ
る
こ
と
。

2
倦
怠

　「倦け
ん

怠た
い

」（
疲
れ
て
だ

る
い
状
態
の
意
）に
、「
懈け

怠だ
い

」

（
精
進
せ
ず
、
怠
り
な
ま
け

る
の
意
）
を
重
ね
た
表
現
。

中
原
中
也
（
な
か
は
ら 

ち
ゅ
う
や
）

　明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
～
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
。
詩
人
。
山
口
県
の
生
ま
れ
。
早
熟
な
詩
才
を

示
し
、
生
の
憂
愁
や
孤
独
を
独
自
の
韻
律
に
託
し
て
歌
っ
た
。
富
永
太
郎
・
小
林
秀ひ

で

雄お

ら
と
の
交
友
か
ら
フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
を
学
び
、
ラ
ン

ボ
ー
詩
集
の
翻
訳
も
高
い
評
価
を
得
た
。
詩
集
に
『
山や

羊ぎ

の
歌
』『
在
り
し
日
の
歌
』
が
あ
る
。
本
文
は
『
新
編
中
原
中
也
全
集 

第
一
巻
』〔
平

成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

44
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短
歌
の
輪
郭
─
現
代
に
と
っ
て
短
歌
と
は
何
か

─

　
本
歌
取
り
と
い
う
と
と
か
く
古
臭
い
王
朝
和
歌
時
代
の
修
辞
法
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
確
か
に
そ
の
用
語

は
〈
個
〉
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
価
値
の
前
提
と
す
る
近
・
現
代
短
歌
に
あ
っ
て
は
大
手
を
振
っ
て
流
通
は
し

な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
構
造
は
決
し
て
消
滅
し
て
は
い
な
い
。

　
　
ふ
る
さ
と
の
訛な
ま
りな
つ
か
し
／
停て
い

車し
ゃ

場ば

の
人
ご
み
の
中
に
／
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
　
　
　
石
川
啄た
く

木ぼ
く

小こ

池い
け

光ひ
か
る

1

2

＊

3

4

　 �『
現
代
に
と
っ
て
短
歌
と
は

何
か�

短
歌
と
日
本
人
Ⅰ
』

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年

十
二
月

初
出

1
本
歌
取
り
　
有
名
な
歌
の
表

現
や
内
容
の
一
部
を
取
り
入
れ

て
、
新
し
い
歌
を
作
る
技
法
。

2
修
辞
法
　
言
葉
を
効
果
的
に

用
い
る
方
法
。

�

近
・
現
代
の
短
歌
と
俳
句
を
理
解
し
、
俳
句
の
実
作
と
相
互
批
評
に
取
り
組
む
。

�

五
音
と
七
音
に
よ
る
定
型
表
現
が
時
代
を
越
え
て
親
し
み
や
す
さ
を
持
つ
こ
と
を

理
解
す
る
。

短
歌
の
輪
郭

小
池
光

短
歌
十
二
首

文
学
の
窓 

『
桐
の
花
』
の
言
葉
（
俵
万
智
）

俳
句
十
二
句

　
　
　
　
川
柳
の
現
在

単
元
の
言
語
活
動
5

コ
ラ
ム

伝
統
と
革
新

5 前 

編

大
手
を
振
る
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短
歌
の
輪
郭

伝統と革新

短
歌
十
二
首

�

釈し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

葛
の
花

　踏
み
し
だ
か
れ
て
、
色
あ
た
ら
し
。
こ
の
山
道
を
行
き
し
人
あ
り

た
た
か
ひ
に
果
て
に
し
子
ゆ
ゑ
、
身
に
沁し

み
て

　こ
と
し
の
桜

　あ
は
れ

　散
り
ゆ
く

�

山や
ま

崎ざ
き

方ほ
う

代だ
い

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
釘く
ぎ

が
一
本
打
た
れ
い
て
い
じ
れ
ば
ほ
と
り
と
落
ち
て
し
も
う
た

こ
ん
な
に
も
湯ゆ
の
み呑
茶ぢ
ゃ

碗わ
ん

は
あ
た
た
か
く
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
吾わ
れ

は
お
る
な
り

�

塚つ
か

本も
と

邦く
に

雄お

日
本
脱
出
し
た
し

　皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
も
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
飼
育
係
り
も

馬
を
洗
は
ば
馬
の
た
ま
し
ひ
冱さ

ゆ
る
ま
で
人
恋
は
ば
人
あ
や
む
る
こ
こ
ろ

1

2

3

山
崎
方
代

　一
九
一
四
年
～
一
九
八
五
年
。
山

梨
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
右う

ば
ぐ
ち

左
口
』
な
ど
。

釈
迢
空

　一
八
八
七
年
～
一
九
五
三
年
。
大
阪

府
の
生
ま
れ
。
本
名
、
折お
り

口く
ち

信し
の

夫ぶ

。
国
文

学
者
・
民
俗
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
歌

集
に
『
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
』
な
ど
。

1
葛
の
花

　マ
メ
科
の
多
年
草
。
山
野
に
自
生

し
、
初
秋
に
紫
紅
色
の
花
を
付
け
る
。

塚
本
邦
雄

　一
九
二
〇
年
～
二
〇
〇
五
年
。
滋

賀
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
日
本
人
霊
歌
』

な
ど
。

2
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン

　ペ
ン
ギ
ン
科
の
中
で
最
も

大
型
の
ペ
ン
ギ
ン
。
南
極
大
陸
の
冷
環
境
に

適
応
し
て
い
る
。
エ
ン
ペ
ラ
ー
ペ
ン
ギ
ン
と

も
い
う
。

3
あ
や
む
る

　「殺あ
や

め
る
」
の
文
語
「
あ
や
む
」

の
連
体
形
。
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短
歌
十
二
首

伝統と革新

5

冬
蜂
の
死
に
ど
こ
ろ
な
く
歩
き
け
り�

村む
ら

上か
み

鬼き

城じ
ょ
う

曳ひ

か
れ
る
牛
が
辻つ
じ

で
ず
つ
と
見
廻ま
は

し
た
秋
空
だ�

河か
わ

東ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐と
う

咳せ
き

を
し
て
も
一
人�

尾お

崎ざ
き

放ほ
う

哉さ
い

秋
風
や
模
様
の
ち
が
ふ
皿
二
つ�

原は
ら

石せ
き

鼎て
い

花
衣
ぬ
ぐ
や
ま
つ
は
る
紐ひ
も

い
ろ
い
ろ�

杉す
ぎ

田た

久ひ
さ

女じ
ょ

1

杉
田
久
女

　一
八
九
〇
年
～
一
九
四
六
年
。
鹿

児
島
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
杉
田
久
女
句

集
』
な
ど
。

1
ま
つ
は
る

　ま
と
わ
り
つ
く
こ
と
。

村
上
鬼
城

　一
八
六
五
年
～
一
九
三
八
年
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
鬼
城
句
集
』
な

ど
。

原
石
鼎

　一
八
八
六
年
～
一
九
五
一
年
。
島
根

県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
花
影
』
な
ど
。

尾
崎
放
哉

　一
八
八
五
年
～
一
九
二
六
年
。
鳥

取
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
大
空
』
な
ど
。

河
東
碧
梧
桐

　一
八
七
三
年
～
一
九
三
七
年
。

愛
媛
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に『
新
傾
向
句
集
』

な
ど
。

俳
句
十
二
句
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��

俳
句
十
二
句

伝統と革新

5

�

作
品
の
解
釈
を
踏
ま
え
、
人
間
・
社
会
・
自
然
な
ど
に
対
す
る
も
の
の
見
方
・
感

じ
方
・
考
え
方
を
深
め
る
。

�

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
作
成
し
て
発
表
し
合
い
、
互
い
に
批
評
す
る
こ
と
で
、
作
品
へ

の
理
解
を
深
め
る
。

5
抒
情
の
探
究

短
歌
十
四
首

俳
句
の
力
学

岸
本
尚
毅

俳
句
十
二
句

文
学
の
窓 

底
荷
（
上
田
三
四
二
）

単
元
の
言
語
活
動
5

短
歌
十
四
首

�

木き
の

下し
た

利り

玄げ
ん

街
を
ゆ
き
子
供
の
傍そ
ば

を
通
る
時
蜜み

柑か
ん

の
香か

せ
り
冬
が
ま
た
来
る

な
づ
な
な
づ
な
切き

り

抜ぬ

き
模
様
を
地
に
敷
き
て
ま
だ
き
春
あ
り
こ
こ
の
と
こ
ろ
に

1

1
な
づ
な

　ナ
ズ
ナ
。
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
越
年
草
。

春
、
小
さ
な
白
色
の
花
を
付
け
る
。
春
の
七

草
の
一
つ
。

木
下
利
玄

　一
八
八
六
年
～
一
九
二
五
年
。
岡

山
県
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
紅
玉
』
な
ど
。

後 

編
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抒情の探究

7
穂
村
弘
の
歌
で
〈

　
　
　〉（
一
五
〇
・
8
）
が
使
わ
れ
て
い
る
効
果

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

8
短
歌
の
表
現
方
法
や
歌
わ
れ
て
い
る
視
点
な
ど
か
ら
、
興
味
や
関

心
を
抱
い
た
歌
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
句
切
れ
を
意
識
し
な
が
ら
音
読
し
て
み
よ
う
。
そ
の
う
え
で
、
字

余
り
な
ど
破
調
の
歌
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

2
歌
で
使
わ
れ
て
い
る
句
読
点
や
ス
ペ
ー
ス
の
効
果
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。

1
俵
万
智
の
『『
桐
の
花
』
の
言
葉
』（
一
五
一
～
一
五
二
ペ
ー
ジ
）
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
教
科
書
掲
載
の
短
歌
の
中
か
ら
、
特
に
心
に
残
っ

た
短
歌
を
一
首
選
び
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
二
〇
〇
字
程
度
の
鑑

賞
文
を
書
い
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
小
池
光
『
短
歌
の
輪
郭
』
で
は
、「
本
歌
取
り
」
と
「
歌
枕
」
の
類

似
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
釈
迢
空
の
歌
に
あ
る
「
踏
み
し
だ
か
れ
て
」（
一
四
九
・
2
）
と
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
を
表
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
山
崎
方
代
の
歌
に
あ
る
「
ほ
と
り
と
」（
一
四
九
・
5
）
と
は
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

4
塚
本
邦
雄
の
歌
で
「
日
本
脱
出
し
た
し
」（
一
四
九
・
8
）
と
思
っ
て

い
る
の
は
だ
れ
な
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

5
馬
場
あ
き
子
の
歌
に
あ
る
「
雪
解
な
る
べ
し
」（
一
五
〇
・
2
）
を
口

語
に
言
い
換
え
て
み
よ
う
。

6
栗
木
京
子
の
歌
に
あ
る
「
想
ひ
出
」（
一
五
〇
・
5
）
と
い
う
表
現
に
は
、

ど
の
よ
う
な
心
情
が
託
さ
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

粉
の
や
う
に
」
言
葉
の
花
粉
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て
く
る
。

　
　

�

春
の
鳥
な
鳴
き
そ
鳴
き
そ
あ
か
あ
か
と
外と

の
面も

の
草
に
日
の
入
る
夕

ゆ
ふ
べ

　巻
頭
の
こ
の
一
首
は
、
白
秋
の
歌
に
対
す
る
思
い
を
、
象
徴
し
て
い
る

か
の
よ
う
だ
。〈
春
の
鳥
よ
、
お
前
は
鳴
か
な
く
て
い
い
。
い
や
、
む
し

ろ
鳴
く
こ
と
な
か
れ
。
私
は
お
前
の
鳴
き
声
で
は
な
く
、
お
前
を
包
み
、

5

文
学
の
窓

『
桐
の
花
』の
言
葉�

　俵た
わ
ら

　万ま

智ち

　言
葉
に
寂
し
く
な
る
と
、『
桐き

り

の
花
』
を
開
く
。
白
秋
自
身
の
表
現
を

借
り
る
な
ら
ば
、「
一ち

よ
つ
と寸

触
つ
て
も
指
に
付
い
て
く
る
六
月
の
棕し

ゆ

梠ろ

の
花

1
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短
歌
十
二
首
・
文
学
の
窓
（『
桐
の
花
』
の
言
葉
）

　俳
句
を
詠
ん
で
み
る

　
 

自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
し
て
み
よ
う 

　

　俳
句
は
五
七
五
の
音
数
律
を
持
つ
十
七
文
字
の
短
詩
型
で
あ
り
、
多

く
の
場
合
、
季
語
を
一
つ
詠
み
込
む
。
一
般
に
、
俳
句
の
詠
み
方
に
は
、

大
き
く
二
つ
が
あ
る
。
一
つ
が
「
一
物
仕
立
て
」、
も
う
一
つ
が
「
取

り
合
わ
せ
」
で
あ
る
。
一
物
仕
立
て
は
一
句
が
一
つ
の
章
（
内
容
）
で

出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
を
言
う
。
例
え
ば
、「
冬
蜂
の
死
に
ど
こ
ろ

な
く
歩
き
け
り
」
は
、
す
べ
て
「
冬
蜂
」
の
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。

取
り
合
わ
せ
は
一
句
の
中
に
二
つ
の
章
が
あ
る
も
の
を
言
う
。
例
え
ば
、

「
秋
風
や
模
様
の
ち
が
ふ
皿
二
つ
」
は
、「
秋
風
や
」
と
「
模
様
の
ち
が

ふ
皿
二
つ
」
と
い
う
、
全
く
無
関
係
の
二
つ
の
内
容
を
持
つ
パ
ー
ト
を

取
り
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
世
界
を
作
っ
て
い
る
。
一
物
仕
立
て
の
注

意
点
は
、
テ
ー
マ
は
描
写
に
よ
っ
て
表
現
し
、
説
明
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
説
明
し
て
し
ま
う
と
、
理
屈
の
目
立
つ
表
現
と
な
り
、

俳
句
と
し
て
は
魅
力
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
取
り
合
わ
せ
の

注
意
点
は
、
二
つ
の
意
味
内
容
の
結
び
つ
き
が
近
い
と
陳
腐
で
つ
ま
ら

な
い
句
に
な
り
、
あ
ま
り
飛
躍
し
す
ぎ
る
と
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
作
品
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

 
 

一
つ
の
季
語
を
テ
ー
マ
に
選
び
、
十
七
音
で
一
物
仕
立
て
の
句
を

詠
ん
で
み
よ
う
。

 
 

ど
ち
ら
か
に
季
語
が
一
つ
入
っ
た
五
音
と
十
二
音
、
あ
る
い
は
十

二
音
と
五
音
の
言
葉
の
ま
と
ま
り
を
作
り
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て

取
り
合
わ
せ
の
俳
句
を
詠
ん
で
み
よ
う
。
五
音
、
あ
る
い
は
七
音
を

グ
ル
ー
プ
で
共
通
に
す
る
の
で
も
よ
い
。

 
 

　

 

と 

　

 

で
詠
ん
だ
句
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
批
評
会
や
句
会

を
し
て
み
よ
う
。

 
 

一
物
仕
立
て
と
取
り
合
わ
せ
の
作
り
や
す
さ
や
作
り
に
く
さ
な
ど
、

気
が
つ
い
た
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

１２３
１

２

４

❖
単
元
の
言
語
活
動
5

 
 

 

①
一
物
仕
立
て
で
俳
句
を
詠
ん
で
み
よ
う
。 

②
取
り
合
わ
せ
で
俳
句
を
詠
ん
で
み
よ
う
。

課
題
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俳
句
の
力
学

　有
季
定
型
と
い
う
堅け
ん

牢ろ
う

な
器
は
多
様
な
素
材
を
俳
句
と
し
て
消
化
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
と
す
れ

ば
、
俳
句
の
俳
句
ら
し
さ
は
内
容
で
な
く
形
式
に
由
来
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「俳
句
ら
し
い
も
の
と
、
俳
句
ら
し
く
な
い
も
の
と
を
区
別
す
る
。
そ
の
思
想
の
上
か
ら
、
ま
た
そ
の
措

辞
の
上
か
ら
。
／
思
想
の
上
か
ら
は
大
概
な
も
の
は
採
る
。
非
常
に
憎
悪
す
べ
き
も
の
は
採
ら
な
い
。
／
措

辞
の
上
か
ら
は
最
も
厳
密
に
検
討
す
る
」
と
い
う
虚
子
の
言
葉
は
、「
思
想
」
よ
り
も
「
措
辞
」
の
俳
句
ら

し
さ
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　も
し
も
俳
句
が
価
値
中
立
的
な
、
純
粋
に
形
式
的
な
「
器
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
俳
句
の
内
容
と
形
式
は
互

い
に
独
立
で
す
。
形
式
は
、
詠う

た

わ
れ
た
内
容
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
っ
て
、
形
式
自
体
が
特
定
の
内
容
を
導

き
出
す
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　し
か
し
な
が
ら
俳
句
は
本
当
に
価
値
中
立
的
な
形
式
（
器
）
だ
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
俳
句
の
形
式
が
俳
句
の
内
容
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　そ
も
そ
も
俳
句
は
な
ぜ
俳
句
ら
し
く
見
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「医
師
の
秋
」「
人
の
秋
」
の
よ
う
に
五
七
五
の
言
葉
の
塊
の
中
に
「
秋
」
と
い
う
季
題
が
あ
れ
ば
俳
句
ら

岸き
し

本も
と

尚な
お

毅き

1

●

●
＊

2

3

　

 �『
俳
句
の
力
学
』
平
成
二
十

（
二
〇
〇
八
）
年
十
月

初
出

1
有
季
定
型

　一
句
の
中
に
季

語
が
あ
り
、
五
七
五
の
十
七
音

を
定
型
と
す
る
こ
と
。

虚
子
の
言
う
「
思
想
」「
措
辞
」

は
、
筆
者
の
言
葉
で
は
何
に
当

た
る
か
。

2
虚
子

　高
浜
虚
子
。
三
七
四

ペ
ー
ジ
参
照
。

問3
季
題

　季
語
に
同
じ
。
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抒情の探究

510

る
歌
枕
近
江
の
無
数
の
集
積
を
背
負
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
「
昏
き
器
」
に
か
り
そ
め
で
な
い
リ
ア
リ
テ
ィ
が
揺よ
う

曳え
い

す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
水
を
容い

れ
る
自
然
の
器
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
時
間
を
歴
史
を
容
れ
る
思
い
の

器
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
作
例
は
現
代
短
歌
に
お
い
て
も
数
限
り
な
く
存
在
し
、
短
歌
固
有
の
読
み

方
、
鑑
賞
の
仕
方
を
暗
黙
の
う
ち
に
指
定
し
て
い
る
。

　
そ
う
で
あ
れ
ば
「
本
歌
取
り
」
の
呼
称
に
な
ぞ
ら
え
る
と
き
、
歌
枕
と
は
す
な
わ
ち
「
地
名
取
り
」
と
も
言

え
よ
う
。
そ
の
と
き
「
取
る
」
と
は
心
を
受
け
取
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
受
け
取
り
つ
つ
わ
が
心
を
「
返
す
」

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
中
に
、
新
た
な
作
品
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
歌
枕
と
は
そ
も
そ
も
地
名
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
名
所
を
語
る
地
名
に
限
定
さ
れ

た
の
は
時
代
が
下
が
っ
て
か
ら
で
、
そ
も
そ
も
は
「
蛍
」「
蟬せ
み

」「
か
げ
ろ
ふ
」「
紅
葉
」
な
ど
と
い
う
今
日
で
い

う
普
通
名
詞
と
地
名
が
混
在
し
、文
字
ど
お
り
和
歌
の
マ
ク
ラ
に
、一
首
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
も
の
が
歌
枕
と

い
う
も
の
の
そ
も
そ
も
の
姿
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
歌
枕
を
イ
コ
ー
ル
歌
語
と
し
て
本
来
の
姿
に
返
す
と
き
、

短
歌
の
光
景
は
い
よ
い
よ
歌
枕
と
の
親
密
性
を
増
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
代
短
歌
は
ま
た
近
代
短
歌
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
作
り
出
し
、近
代
短
歌
の
歌
枕
を
作
り
出
し
、そ
こ
に
表
現
の
支
柱
を
見
い
だ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

＊

＊

＊

小
池

　光
（
こ
い
け 

ひ
か
る
）　
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
～
。
歌
人
。
宮
城
県
の
生
ま
れ
。
何
気
な
い
事
物
を
詠
み
つ
つ
、
存
在
の
深し

ん

淵え
ん

を

の
ぞ
か
せ
、
豊
か
で
繊
細
な
感
性
が
際
立
つ
。
模
型
飛
行
機
を
作
る
た
め
に
軽
い
バ
ル
サ
材
を
買
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
少
年
を
詠
ん
だ
「
バ
ル

サ
の
木
ゆ
ふ
べ
に
抱
き
て
帰
ら
む
に
見
知
ら
ぬ
色
の
空
に
お
び
ゆ
る
」（『
バ
ル
サ
の
翼
』
所
収
）
が
代
表
的
な
一
首
で
あ
る
。
本
文
は
『
現
代

に
と
っ
て
短
歌
と
は
何
か�

短
歌
と
日
本
人
Ⅰ
』〔
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

揺
曳
　
暗
黙
　
親
密
性
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対
照
的
で
す
。

　俳
句
の
形
式
は
堅
牢
で
す
。
内
容
は
単
純
で
す
。
そ
れ
が
俳
句
に
「
何
で
も
あ
り
」
の
自
由
さ
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

●

岸
本
尚
毅
（
き
し
も
と

　な
お
き
）

　昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
～
。
俳
人
。
岡
山
県
の
生
ま
れ
。
赤
尾
兜と

う

子し

・
波
多
野
爽そ

う

波は

・
田
中
裕ひ

ろ

明あ
き

に
師

事
。
二
十
代
の
頃
か
ら
注
目
さ
れ
、
句
集
『
舜し

ゅ
ん
』
で
俳
人
協
会
新
人
賞
、
評
論
集
『
俳
句
の
力
学
』
で
俳
人
協
会
評
論
新
人
賞
、『
高
浜
虚

子 

俳
句
の
力
』
で
俳
人
協
会
評
論
賞
を
受
賞
。
数
々
の
俳
句
賞
の
審
査
委
員
を
歴
任
す
る
。
句
集
に
『
鶏
頭
』『
感
謝
』
ほ
か
、
評
論
に
前
記

の
ほ
か
、『
十
七
音
の
可
能
性
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
俳
句
の
力
学
』〔
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　「「
何
で
も
あ
り
」
の
自
由

さ
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

か
。

問

俳
句
十
二
句

爛ら
ん

々ら
ん

と
昼
の
星
見
え
菌き
の
こ生は

え�

高た
か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

鮟あ
ん

鱇か
う

の
骨
ま
で
凍い

て
て
ぶ
ち
き
ら
る�

加か

藤と
う

楸し
ゅ
う

邨そ
ん

1

高
浜
虚
子

　一
八
七
四
年
～
一
九
五
九
年
。
愛

媛
県
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
虚
子
句
集
』『
五

百
句
』
な
ど
。

1
爛
々
と

　光
の
輝
く
様
子
。

加
藤
楸
邨

　一
九
〇
五
年
～
一
九
九
三
年
。
東

京
都
の
生
ま
れ
。
句
集
に
『
寒
雷
』『
ま
ぼ
ろ

し
の
鹿
』
な
ど
。
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崖戦
争
の
終お
わ

り
、

サ
イ
パ
ン
島
の
崖
の
上
か
ら

次
々
に
身
を
投
げ
た
女
た
ち
。

美
徳
や
ら
義
理
や
ら
体
裁
や
ら

何
や
ら
。

火
だ
の
男
だ
の
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
。

と
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
と
び
こ
ん
だ
。

ゆ
き
場
の
な
い
ゆ
き
場
所
。

（
崖
は
い
つ
も
女
を
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
す
る
）

そ
れ
が
ね
え

ま
だ
一
人
も
海
に
と
ど
か
な
い
の
だ
。

十
五
年
も
た
つ
と
い
う
の
に

石い
し

垣が
き

り
ん

1

●

「
い
つ
も
」と
あ
る
の
は
、
な

ぜ
か
。

問 1
サ
イ
パ
ン
島

　太
平
洋
、
マ

リ
ア
ナ
諸
島
の
島
。
第
二
次

世
界
大
戦
の
激
戦
地
。

45

詩
歌
入
門

　

  

崖

510

ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。

あ
の
、

女
。

石
垣
り
ん
（
い
し
が
き 

り
ん
）

　大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
～
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
年
。
詩
人
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
十
代
か
ら
銀
行
員
と

し
て
働
く
中
で
詩
作
を
続
け
、『
私
の
前
に
あ
る
鍋
と
お
釜
と
燃
え
る
火
と
』『
表
札
な
ど
』
で
詩
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
日
常
生
活

に
根
差
し
な
が
ら
も
、
社
会
や
世
相
を
鋭
く
批
評
す
る
詩
を
多
く
残
し
た
。
本
文
は
『
現
代
詩
文
庫
46

　石
垣
り
ん
』〔
昭
和
四
十
六
（
一
九
七

一
）
刊
〕
に
よ
っ
た
。

い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
、
考

え
て
み
よ
う
。

4
中
原
中
也
『
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…
』
で
は
、
同
じ
詩

句
が
反
復
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
式
と
詩
の
内
容

と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

5
石
垣
り
ん
『
崖
』
に
お
い
て
、
な
ぜ
「
女
」
は
「
ま
だ
一
人
も
海

に
と
ど
か
な
い
」（
四
五
・
11
）
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
。
作
者
の
生

き
た
時
代
や
作
品
の
背
景
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
詩
が
何
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
藤
井
貞
和
『
詩
の
自
由
を
探
る
』
に
お
け
る
、「
詩
で
な
く
て
詩
的

散
文
だ
よ
」（
三
七
・
7
）
と
い
う
批
評
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ

と
を
言
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
高
村
光
太
郎
『
秋
の
祈
』
に
お
い
て
、
作
者
の
「
奮
然
」
と
し
た

感
情
が
詩
の
文
体
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
を
考
え
、
表
現

の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3
三
好
達
治
『
雪
』
で
は
、「
眠
ら
せ
」
と
い
う
使
役
形
が
使
わ
れ
て

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と

　
私
の
泊
ま
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
に
は
、
外
国
人
の
客
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
二
、
三
回
、
白
人
を
見
か
け
た

だ
け
で
、
あ
と
は
皆
ソ
マ
リ
人
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
も
い
れ
ば
、
政
治
家
も
い
る
。
暫
定
政
府
の
大
臣
や
議

員
も
大
勢
い
た
。
海
外
に
拠
点
を
持
っ
て
い
て
時
々
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
人
も
い
れ
ば
、
自
宅
は
市
内
に
あ
る
が

危
険
な
の
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
ホ
テ
ル
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
人
も
い
る
。

　
そ
ん
な
ソ
マ
リ
ワ
ー
ル
ド
の
中
、
ば
っ
た
り
日
本
人
に
出
会
っ
た
。
瀧
野
恵
太
さ
ん
と
い
う
フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ

高た
か

野の

秀ひ
で

行ゆ
き

1

＊

2

3

�

そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
を
め
ぐ
る
記
録
や
文
学
作
品
を
、
視
点
や
語
り
方
に
注
意
し
て

多
角
的
に
読
み
、
戦
争
と
い
う
事
象
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

�
他
者
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
困
難
と
意
義
に
触
れ
、
戦
争
と
自
分
と
の
関
係
性
を
見

つ
め
直
す
。

現�

場
に
来
て
初
め
て

わ
か
る
こ
と

空
缶

野
火

転
移
す
る
記
憶

高
野
秀
行

林
京
子

大
岡
昇
平

岡
真
理

単
元
の
言
語
活
動
6

戦
争
と
記
憶

6

　 �

平
成
二
十
五（
二
〇
一
三
）

年

1
ソ
マ
リ
人
　
北
東
ア
フ
リ
カ

の
ソ
マ
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ

ア
・
ケ
ニ
ア
東
北
部
に
住
む

人
々
。

2
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
　security

（
英
語
）。
安
全
性
。

3
瀧
野
恵
太
　
一
九
八
一
年

～
。
カ
メ
ラ
マ
ン
。
ソ
マ
リ

ア
な
ど
の
紛
争
地
帯
で
撮
影

を
行
っ
て
い
る
。

初
出

前 

編

暫
定

157

戦
争
と
記
憶
　��

現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と

5

戦争と記憶

高
野
秀
行
（
た
か
の 

ひ
で
ゆ
き
）　
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
～
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
辺
境
地
域
を
独
自
の
角

度
か
ら
取
材
す
る
作
品
を
多
数
発
表
し
て
い
る
。
代
表
作
に
『
謎
の
独
立
国
家
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
　
そ
し
て
海
賊
国
家
プ
ン
ト
ラ
ン
ド
と
戦
国
南

部
ソ
マ
リ
ア
』『
ア
ヘ
ン
王
国
潜
入
記
』『
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
密
森
に
消
え
る
』『
謎
の
ア
ジ
ア
納
豆
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
謎
の
独
立

国
家
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
　
そ
し
て
海
賊
国
家
プ
ン
ト
ラ
ン
ド
と
戦
国
南
部
ソ
マ
リ
ア
』〔
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

五
八
・
5
～
6
）
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
を
し
ば
し
ば
用
い
て

い
る
。
ほ
か
に
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
箇
所
を
指
摘
し

て
み
よ
う
。

1「
大
や
け
ど
で
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
子
供
を
抱
い
て
ほ
ほ
え
む
母
親

の
写
真
の
ほ
う
が
ず
っ
と
現
地
の
困
難
さ
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い

る
と
思
う
の
だ
が
…
…
」（
一
六
一
・
15
～
16
）
と
あ
る
が
、
そ
う
考
え

る
理
由
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
歴
史
上
、「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」（
一
六
一
・
5
）
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
難
民
（
国
内
避
難
民
を
含
む
）
の
写
真
が
多
い
。
一
と
お
り
見
な

が
ら
私
は
、「
や
っ
ぱ
り
な
…
…
。」
と
思
っ
た
」（
一
五
八
・
11
）
と

あ
る
が
、
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
、
現
場
で
わ
か
っ
た
こ
と
の
違

い
は
何
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2「
ソ
マ
リ
ア
は
危
険
。
難
民
は
悲
惨
。

─
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で

報
道
す
れ
ば
、
…
思
っ
て
も
ら
え
る
」（
一
六
一
・
10
～
11
）
と
あ
る
が
、

そ
う
す
る
こ
と
の
問
題
点
は
何
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
こ
の
文
章
で
は
、「
私
が
言
う
の
も
な
ん
だ
が
、…
と
感
心
し
た
」（
一

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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戦
争
と
記
憶
　��

現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と

戦
争
と
記
憶
　��

現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と

転
移
す
る
記
憶

　〈出
来
事
〉
の
記
憶
は
、
他
者
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
〈
出
来
事
〉
の
外
部
に
あ
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
分
有

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
何
と
し
て
も
。
集
団
的
記
憶
、
歴
史
の
言
説
を
構
成
す
る
の
は
、〈
出
来
事
〉
を

体
験
す
る
こ
と
な
く
生
き
残
っ
た
者
た
ち
、
他
者
た
ち
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
こ
れ
ら
の
者
た
ち
に
そ
の
記
憶
が

分
有
さ
れ
な
け
れ
ば
、〈
出
来
事
〉
は
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
〈
出
来
事
〉
を
生
き
た
者
た
ち
の
存
在
は
、
他
者
の
記
憶
の
彼か
な

方た

、「
世
界
」
の
外
部
に
抛ほ
う

擲て
き

さ
れ
、
歴
史
か
ら
忘
却
さ
れ
る
。

　〈出
来
事
〉
の
記
憶
が

─
〈
出
来
事
〉
の
記
憶
に
媒
介
さ
れ
て
〈
出
来
事
〉
そ
れ
自
身
が

─
他
者
に
分

有
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
何
と
し
て
も
、
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。〈
出
来
事
〉
の
外
部
に

生
き
る
他
者
た
ち
へ
至
る
道
筋
、
回
路
を
私
た
ち
は
つ
く
り
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
今
あ
る
世

界
と
は
別
の
世
界
を
私
た
ち
が
創
り
、
生
き
る
た
め
だ
。

　だ
が
、
私
が
論
じ
て
き
た
の
は
、〈
出
来
事
〉
の
表
象
不
可
能
性
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
〈
出
来
事
〉
は

言
語
化
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。〈
出
来
事
〉
が
言
葉
で
再
現
さ
れ
る
な
ら
、
必
ず
や
、
再

現
さ
れ
た
「
現
実
」
の
外
部
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
〈
出
来
事
〉
の
余
剰
が
あ
る
こ
と
、〈
出
来
事
〉
と
は
常
に
そ

岡お
か

　真ま

理り

＊

＊

1

●

2

＊

1
抛
擲

　投
げ
捨
て
る
こ
と
。

「
別
の
世
界
」と
は
、
ど
の
よ

う
な
世
界
か
。

2
表
象

　知
覚
に
よ
り
意
識
に

現
れ
る
外
的
対
象
の
像
。

問

　

 �『〈
思
考
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〉

記
憶
／
物
語
』平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
二
月

初
出
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岡
真
理
（
お
か
　ま
り
）

　昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
～
。
ア
ラ
ブ
文
学
者
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
深
い
関
心
を
持
ち
、�

「
難
民
」
を
近
代
の
思
想
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
す
な
ど
、
自
身
の
取
り
組
み
を
「
思
想
と
し
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
」
と
呼
び
、
文
学
的
表
象
を
通

じ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
研
究
し
て
い
る
。
著
書
に
『
彼
女
の
「
正
し
い
」
名
前
と
は
何
か
』『
ア
ラ
ブ
、
祈
り
と
し
て
の
文
学
』『
ガ
ザ
に
地

下
鉄
が
走
る
日
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
記
憶
／
物
語
』〔
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

可
能
な
〈
出
来
事
〉
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
。
大
岡
昇
平
『
レ
イ
テ
戦
記
』
を
調
べ
た
う
え

で
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
は
、
最
初
に
抽
象
的
な
語
句
で
問
題
提
起
し
、
続
い
て
印
象

深
い
具
体
例
を
示
す
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
表
象
不
可
能
な
〈
出
来
事
〉
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
身
近

な
こ
と
か
ら
近
年
の
ニ
ュ
ー
ス
、
歴
史
的
な
問
題
ま
で
含
め
て
調

べ
、
お
互
い
に
例
示
し
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
冒
頭
で「〈
出
来
事
〉の
外
部
に
あ
る
者
」（
一
八
六
・
1
）
に
よ
っ
て「
集

団
的
記
憶
、
歴
史
の
言
説
を
構
成
す
る
」（
一
八
六
・
2
）
必
要
性
が

説
か
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
紹
介
さ
れ
、

ま
た
、
試
み
ら
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
ベ
イ
ブ
・
ル
ー
ス
に
つ
い
て
調
べ
、
日
本
兵
が
突
撃
し
な
が
ら
「
ヘ

ル
・
ウ
ィ
ズ
・
ベ
イ
ブ
・
ル
ー
ス
！
」（
一
九
〇
・
1
）
と
叫
ん
だ
〈
出

来
事
〉
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
矛
盾
す
る
よ
う
な
複
数
の
理
由
を

想
像
し
て
み
よ
う
。

3
本
文
で
紹
介
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
概
要
か
ら
、
表
象
不

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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転
移
す
る
記
憶

を
反
省
し
た
が
、
す
べ
て
は
物も
の

倦う

か
っ
た
。
私
は
ま
た
眠
っ
た
ら
し

い
。

　
歌
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
旋
律
か
ら
肉
感
を
奪
っ

て
哀
愁
だ
け
を
残
し
た
、
あ
の
聞
き
な
れ
た
比
島
の
歌
で
あ
っ
て
、
若

い
女
声
で
あ
っ
た
。
私
は
身
を
も
た
げ
た
。
夢
で
は
な
く
、
声
は
光
線

の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
、
海
に
向
い
た
窓
か
ら
入
っ
て
き
た
。

　
夜
は
も
う
遅
い
ら
し
く
、
月
が
出
て
い
た
。
弱
い
斜
め
の
光
が
、
海

2

　
　
　
　
　
塩

　
い
つ
か
私
は
眠
っ
て
い
た
。
長
い
苦
し
い
眠
り
で
あ
っ
た
。
眼め

を
さ

ま
す
と
、
海
に
向
い
た
窓
が
、
あ
か
あ
か
と
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
衰
え
た
赤
が
悲
し
か
っ
た
。
依
然
と
し
て
内
火
艇
の
音
が
、
高
く

低
く
海
に
響
い
て
い
た
。
私
は
こ
う
し
て
長
く
敵
中
に
と
ど
ま
る
危
険

1

野
火

大お
お

岡お
か

昇し
ょ
う

平へ
い

　 �『
文
体
』
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
十
二
月
、
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
七
月

1
内
火
艇
　
燃
料
を
機
関
内
で
爆
発
燃
焼
さ
せ
た
動
力
に
よ
っ
て
走
る
、
小
型
の
砲
艦
。
　
　�

2
比
島
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
こ
と
。
七
千
以
上
の
島
か
ら
な
る
。
一
八
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

初
出

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
、
激
戦
地
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
（
一
八
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。
険
し
い
山
地
で
東
西
に
二
分
さ
れ
る
）
で
、「
私
」（
田
村
一
等

兵
）
は
肺
を
病
み
部
隊
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
。
野
戦
病
院
も
壊
滅
し
、
独
り
で
熱
帯
雨
林
を
さ
ま
よ
い
、
丘
陵
に
小
屋
と
芋い
も

畠ば
た
けを

発
見
し
て
飢
え
を
し
の

い
だ
。
そ
こ
か
ら
見
え
た
海
に
近
い
集
落
の
十
字
架
が
気
に
な
り
、
少
年
時
に
キ
リ
ス
ト
教
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
「
私
」
は
、
危
険
を
省
み
ず
丘
を
降
り

る
。
犬
ば
か
り
の
集
落
で
は
住
民
に
殺
さ
れ
た
ら
し
い
日
本
兵
の
屍し

体た
い

が
散
乱
す
る
な
か
、「
私
」
は
教
会
に
忍
び
込
ん
で
長
椅
子
に
横
に
な
っ
た
。
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大
岡
昇
平
（
お
お
お
か
　し
ょ
う
へ
い
）　
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
～
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
。
作
家
・
評
論
家
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
研

究
者
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
戦
争
末
期
に
招
集
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
捕
虜
と
な
り
敗
戦
を
迎
え
た
。『
俘ふ

虜り
ょ

記き

』
を
発
表
後
、
広
汎
な
教
養
や

知
的
好
奇
心
で
恋
愛
・
歴
史
・
推
理
小
説
や
評
論
・
翻
訳
な
ど
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
、
生
涯
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
向
き
合

い
続
け
た
。『
武む

さ
し蔵
野の

夫
人
』『
花
影
』『
レ
イ
テ
戦
記
』『
中
原
中ち

ゅ
う

也や

』
な
ど
。
本
文
は
『
野
火
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
日
記
』〔
昭
和
六
十
三
（
一
九

八
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

例
を
抜
き
出
し
、「
国
家
」
と
対
比
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1「
戦
場
で
は
殺
人
は
日
常
茶
飯
事
に
す
ぎ
な
い
」（
一
八
二
・
上
21
）
の

よ
う
な
、「
私
」
か
ら
離
れ
た
一
文
が
差
し
挟
ま
れ
る
こ
と
に
は
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
レ
イ
テ
島
の
歴
史
や
レ
イ
テ
島
で
の
戦
い
に
つ
い
て
、
調
べ
て
み

よ
う
。

2
殺
さ
れ
る
女
性
と
、
逃
げ
て
い
く
男
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、

こ
の
小
説
で
描
か
れ
た
世
界
を
語
り
直
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
私
」
は
現
地
の
女
性
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2「
私
」
が
緊
迫
し
た
場
面
で
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
」（
一
八
一
・
上
7
）

を
思
い
出
し
た
り
、
彷
徨
し
て
い
る
場
面
で
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」

（
一
八
四
・
上
13
）
を
思
い
出
し
た
り
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ

う
。

3「
私
」
の
「
孤
独
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
本
文
中
で
の
語

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
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に
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野
火

生
徒
た
ち
も
、
長
崎
市
街
を
見
お
ろ
せ
る
台
地
に
建
っ
た
、
新
校
舎
に

移
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
さ
っ
き
、
校
門
を
入
る
時
に
見
か
け
た
の

だ
が
、
玄
関
の
車
ま
わ
し
に
植
え
て
あ
っ
た
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
掘
り
起

こ
さ
れ
て
、
根
を
、
あ
ら
筵む
し
ろで
包
ん
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
女
学
生
の

頃
に
も
、
車
ま
わ
し
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
植
え
て
あ
っ
た
。
枝
ぶ
り
か

ら
み
て
、
多
分
お
な
じ
木
な
の
だ
ろ
う
。
根
元
か
ら
三
本
に
分
か
れ
た

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
三
十
年
の
歳
月
の
間
に
、
七
、
八
メ
ー
ト
ル
の
大

木
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
木
も
、
新
校
舎
の
方
に
植
え
か
え
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
校
舎
の
内
に
は
、
私
た
ち
以
外
に
は
、
誰
も
い
な
い
。
城
壁
の
よ
う

に
つ
っ
立
っ
た
校
舎
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
面
に
音
を
吸
い
と
っ
て

し
ま
っ
て
、
物
音
一
つ
た
て
ず
に
静
ま
っ
て
い
る
。

　
緊
急
通
達
事
項
が
起
き
る
と
、
私
た
ち
は
、
よ
く
こ
の
中
庭
に
集
合

さ
せ
ら
れ
た
。
大
木
が
口
真ま

似ね

を
し
て
い
る
教
師
は
理
科
の
男
教
師
で
、

緊
急
通
達
が
終
わ
る
と
、
え
え
、
と
生
徒
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
な
が

ら
、
せ
か
せ
か
歩
い
て
朝
礼
台
に
登
る
。
そ
し
て
大
木
の
口
真
似
ど
お

り
「
洗
面
所
の
使
用
法
に
つ
い
て
」
と
話
を
切
り
出
す
。
生
理
用
具
の

2

3

4

空あ
き

缶か
ん

　
校
舎
は
、
コ
の
字
形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
で
あ
る
。
私
た
ち

五
人
は
、
そ
の
校
舎
に
囲
ま
れ
た
中
庭
の
、
ほ
ぼ
中
央
に
立
っ
て
い
た
。

時
間
は
午
後
一
時
半
を
す
ぎ
て
い
る
。
太
陽
は
西
に
ま
わ
り
は
じ
め
て
、

中
庭
に
は
校
舎
の
影
が
写
っ
て
い
る
。
五
人
が
立
っ
て
い
る
場
所
も
、

既
に
陰
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ま
だ
、
西
向
き
の
講
堂
に
は
、
陽ひ

が
一
杯
に
さ
し
て
い
た
。

　「
洗
面
所
の
使
用
法
に
つ
い
て
、
一
言
」。
腰
に
両
手
を
あ
て
て
、
大

木
が
四
人
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。
そ
れ
は
誰
？
　
そ
の
口
調
は
、
と
西

田
が
、
大
木
を
指
し
て
考
え
る
表
情
を
す
る
。
あ
れ
は
だ
れ
だ
っ
た
か
。

洗
面
所
の
使
い
方
ば
か
り
を
注
意
す
る
先
生
が
、
確
か
に
い
た
。
か
め

の
こ
だ
わ
し
、
突
然
思
い
浮
か
ん
だ
恩
師
の
仇あ
だ

名な

を
、
私
は
大
声
で
叫

ん
だ
。
い
や
あ
、
と
長
崎
弁
特
有
の
、
柔
ら
か
い
注
意
の
し
か
た
で
、

原
が
、
私
の
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
の
袖
を
引
い
た
。
そ
し
て
、
職
員
室
に

聞
こ
え
る
よ
、
と
言
っ
た
。
三
十
年
も
前
の
教
師
た
ち
が
、
い
ま
、
職

員
室
に
い
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
三
十
年
前
の
教
師
た
ち
ば
か
り
で
は

な
い
。
職
員
室
に
は
、
も
う
誰
も
い
な
い
。

　
か
つ
て
の
私
た
ち
の
母
校
は
、
来
年
一
杯
で
廃
校
に
な
っ
て
し
ま
う
。

林
は
や
し

　
京き

ょ
う
子こ

1
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林
京
子
（
は
や
し

　き
ょ
う
こ
）　
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
～
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
。
小
説
家
・
著
述
家
。
長
崎
県
の
生
ま
れ
。
上

シ
ャ
ン

海ハ
イ

で

十
四
歳
ま
で
過
ご
し
、
帰
国
半
年
後
に
長
崎
で
被
爆
。
原
爆
投
下
か
ら
三
十
年
を
経
て
『
祭
り
の
場
』
を
発
表
、
出
来
事
の
風
化
に
抗
し
、
核

を
め
ぐ
る
諸
問
題
や
日
本
側
の
加
害
性
も
取
り
上
げ
続
け
た
。
作
品
に
『
上
海
』『
三
界
の
家
』『
長
い
時
間
を
か
け
た
人
間
の
経
験
』
な
ど
が

あ
る
。
本
文
は
『
祭
り
の
場
・
ギ
ヤ
マ
ン
　
ビ
ー
ド
ロ
』〔
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

た
「
ガ
ラ
ス
片
」（
一
七
二
・
上
9
）
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
と
め
て
み

よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
中
の
会
話
（
間
接
話
法
を
含
む
）
で
、
長
崎
の
方
言
と
共
通

語
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
生
じ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
次
の
語
句
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

⑴
ぎ
こ
ち
な
い
（
一
七
〇
・
下
17
）

⑵
名
を
成
す
（
一
七
二
・
下
14
）

⑶
は
ば
か
る
（
一
七
七
・
上
6
）

1
原
爆
投
下
か
ら
三
十
年
を
経
て
本
作
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

さ
ら
に
本
作
の
発
表
か
ら
は
数
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
本
作

を
読
み
継
ぐ
こ
と
は
、
現
代
の
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
広
が

り
を
生
む
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
私
」・
大
木
・
西
田
・
原
・
野
田
・
き
ぬ
子
の
昭
和
二
十
（
一
九

四
五
）
年
の
出
来
事
と
、
そ
の
後
三
十
年
の
人
生
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
⑴
大
木
と
西
田
、
⑵
西
田
と
「
私
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
点
と
相

違
点
を
整
理
し
、
作
品
に
お
け
る
西
田
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。

3「
私
」
が
三
十
年
後
に
初
め
て
「
あ
の
少
女
が
、
き
ぬ
子
だ
っ
た
の

か
」（
一
七
六
・
下
14
）
と
気
づ
い
た
理
由
に
つ
い
て
、「
私
」
の
立
場

と
き
ぬ
子
の
立
場
の
両
面
か
ら
、
Ｔ
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
踏
ま

え
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

4「
光
の
中
に
取
り
出
さ
れ
た
白
い
脂
肪
の
ぬ
め
っ
た
珠
は
、
ど
ん
な

光
を
放
つ
の
だ
ろ
う
か
」（
一
七
七
・
下
16
～
17
）
と
い
う
結
び
の
言
葉

に
込
め
ら
れ
た
「
私
」
の
想
い
に
つ
い
て
、
大
木
の
背
中
に
あ
っ

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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戦
争
を
扱
っ
た
作
品
を

通
し
て
追
体
験
を
し

現
代
を
と
ら
え
る

前

　

編



　
そ
れ
で
も
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
の
か
、
現
場
の
責
任
者
と
見
な
さ
れ

て
い
る
編
集
長
は
あ
た
り
を
う
ろ
つ
き
な
が
ら
部
下
に
文
句
を
言
っ
た

り
、
集
ま
っ
て
く
る
野
次
馬
を
追
い
払
っ
た
り
す
る
。
そ
う
し
て
い
る

間
に
も
次
々
と
到
着
便
を
知
ら
せ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
響
き
渡
り
、
掲
示

板
に
ラ
ン
プ
が
点と
も

る
。
そ
の
た
び
ご
と
に
皆
、
息
を
飲
み
、
携
帯
電
話

や
プ
レ
ー
ト
や
花
束
を
持
つ
手
に
力
を
込
め
る
。

　
私
は
集
団
の
最
前
列
、
巨
人
を
一
番
に
目
に
で
き
る
特
等
の
位
置
を

巨
人
の
接
待

　
い
よ
い
よ
巨
人
が
到
着
す
る
と
い
う
の
で
、
空
港
の
ロ
ビ
ー
は
緊
張

に
包
ま
れ
る
。
も
う
二
時
間
も
前
か
ら
出
版
関
係
者
や
新
聞
記
者
や
役

人
た
ち
が
所
定
の
位
置
に
つ
き
、
い
つ
巨
人
が
現
れ
て
も
い
い
よ
う
抜

か
り
な
く
準
備
を
整
え
て
い
る
。
あ
る
者
は
携
帯
電
話
で
ハ
イ
ヤ
ー
の

運
転
手
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
あ
る
者
は
［
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
］
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
上
下
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
な
い
か

確
か
め
、
ま
た
あ
る
者
は
歓
迎
の
花
束
の
リ
ボ
ン
を
何
度
も
結
び
直
す
。

小お

川が
わ

洋よ
う

子こ

1

�
文
学
的
な
文
章
を
通
し
て
、
社
会
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
。

�

異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
比
較
し
て
、
表
現
の
特
徴
を
理
解
す
る
。

小
説
作
品
の
比
喩
や
象
徴
に
注
目
す
る
。

巨
人
の
接
待

は
じ
め
て
の
沖
縄

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

愛
に
つ
い
て

小
川
洋
子

岸
政
彦

藤
野
可
織

竹
村
和
子

　
　
　
　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
文
学

単
元
の
言
語
活
動
4

コ
ラ
ム

自
他
へ
の
配
慮

4 後 

編
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5

　
ゲ
ー
ト
の
奥
に
巨
人
の
背
中
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
私
た
ち
は

「
さ
よ
う
な
ら
。」
を
繰
り
返
す
。
小
鳥
た
ち
と
ダ
ニ
エ
ル
の
待
つ
家
へ
、

50

巨
人
は
帰
っ
て
ゆ
く
。

　
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
い
つ
し
か
リ
ン
ド
ウ
は
す
っ
か
り
枯
れ
落
ち
て
い
る
。

●

小
川
洋
子
（
お
が
わ
　よ
う
こ
）　
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
～
。
小
説
家
。
岡
山
県
の
生
ま
れ
。
言
葉
に
な
る
前
の
心
の
機
微
や
思
い
を
小
説

と
い
う
形
で
表
現
し
た
作
品
が
多
く
、
日
常
・
非
日
常
が
織
り
成
す
繊
細
な
世
界
を
表
現
す
る
。
作
品
に
『
揚あ

げ

羽は

蝶ち
ょ
うが
壊
れ
る
時
』『
妊
娠
カ
レ

ン
ダ
ー
』『
密ひ

そ

や
か
な
結
晶
』『
薬
指
の
標
本
』『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』『
ミ
ー
ナ
の
行
進
』『
人
質
の
朗
読
会
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
約
束

さ
れ
た
移
動
』〔
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

を
果
た
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1「
巨
人
」
が
「
巨
人
」
ら
し
く
描
か
れ
て
い
る
部
分
を
、
巨
人
自
身

の
言
動
、
周
囲
の
言
動
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

1「
巨
人
」
が
生
ま
れ
育
っ
た
バ
ル
カ
ン
半
島
の
文
化
・
歴
史
・
言
語

な
ど
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に

お
け
る
強
制
収
容
所
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

2
後
日
、「
巨
人
」
が
日
本
で
の
出
来
事
を
回
想
し
文
章
を
書
く
と
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
、
想
像
し
て
書
い
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
作
品
は
す
べ
て
地
域
語
で
書
か
れ
」（
三
二
三
・
下
15
）、「
地
域
語
以

外
の
言
葉
」（
三
二
四
・
上
3
～
4
）
を
口
に
し
な
い
こ
と
、「
ボ
タ
ン
イ

ン
コ
」
や
「
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
」
の
羽
根
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
は
、

巨
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2「
翻
訳
」（
三
二
三
・
下
15
）「
希
少
言
語
」（
三
二
四
・
上
5
～
6
）「
自
由
」（
三

二
七
・
下
15
）
と
い
う
語
を
手
掛
か
り
に
、「
言
葉
」
が
ど
の
よ
う
に

人
間
の
あ
り
方
や
人
生
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3
語
り
手
の
「
私
」
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

50
ゲ
ー
ト
　gate

（
英
語
）。
飛
行
機
の
乗
降
に
用
い
る
空
港
内
の
出
入
口
。�

　「
リ
ン
ド
ウ
は
す
っ
か
り
枯
れ
落
ち
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
。

問

338

え
を
人
魚
に
仕
立
て
て
や
っ
て
こ
そ
だ
。
つ
ま
り
、
お
め
え
は
人
魚

さ
」　す

ぐ
隣
で
片
膝
を
立
て
て
仕
事
を
し
て
い
る
弥や

吉き
ち

が
、
助
六
の
作
業

台
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
笑
っ
た
。

　「助
六
、
お
め
え
い
っ
こ
う
に
腕
が
上
が
ん
ね
え
な
。
こ
り
ゃ
当
人

も
猿
だ
の
鮭
だ
の
言
う
わ
け
だ
、
か
わ
い
そ
う
に
」

　弥
吉
は
、
自
分
の
作
業
台
に
横
た
わ
っ
た
細
工
物
の
縫
い
目
の
あ
た

り
を
ぽ
ん
と
叩た
た

き
、「
さ
て
、
人
魚
だ
」
と
声
を
か
け
た
。
す
る
と
、

そ
の
細
工
物
は
瞬
時
に
目
覚
め
、「
た
し
か
に
人
魚
だ
」
と
神
妙
に
自

己
を
肯
定
し
た
。

　「こ
う
だ
」
と
弥
吉
は
助
六
を
見
た
。

　「ふ
ん
」
と
助
六
は
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
。

　そ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
そ
れ

0

0

は
べ
そ
を
か
き
は
じ
め
て
い
た
。

　「べ
つ
に
人
魚
に
な
ん
か
な
り
た
か
な
か
っ
た
ん
だ
、
人
間
の
や
る

こ
と
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ん
ね
え
」

　「こ
ら
、
泣
き
言
を
言
う
な
。
そ
れ
に
ど
う
せ
お
め
え
に
ゃ
涙
は
流

せ
ね
え
よ
、
な
ん
せ
か
ら
っ
か
ら
に
乾
か
し
て
あ
る
ん
だ
か
ら
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　「猿
で
す
」

　「鮭さ
け

で
す
」

　「い
い
え
、
人
魚
で
す
」
と
、
そ
れ

0

0

は
言
っ
た
。

　「う
う
ん
、
さ
い
ご
の
が
正
し
い
よ
な
」
と
助
六
が
言
っ
た
。「
ほ
れ
、

も
い
っ
ぺ
ん
言
っ
て
み
な
。
お
め
え
は
い
っ
た
い
な
ん
だ
？
」

　「猿
で
す
」

　「鮭
で
す
」

　「い
い
え
、
人
魚
で
す
」
と
、
そ
れ

0

0

は
繰
り
返
し
た
。
三
者
三
様
の

主
張
は
、
す
べ
て
同
じ
口
か
ら
出
た
。
口
は
ひ
と
つ
だ
し
、
そ
の
口
は

本
来
猿
の
も
の
だ
っ
た
。

　「あ
あ
、
だ
め
だ
だ
め
だ
。
い
い
か
、
お
め
え
は
人
魚
だ
」

　「お
め
え
ら
」
と
、
そ
れ

0

0

が
言
い
直
し
た
。

　「い
い
や
」
助
六
は
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
た
。「
お
め
え
は
お
め
え
だ
、

断
じ
て
お
め
え
ら
じ
ゃ
ね
え
。
お
め
え
は
一
人
の
、
一
匹
の
、
一
体
の

人
魚
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
お
め
え
が
お
の
お
の
猿
で
あ
り
鮭
で
あ
っ
た
こ

ろ
は
、
猿
で
す
だ
の
鮭
で
す
だ
の
と
口
を
き
い
た
か
？

　今
こ
う
や
っ

て
、
お
れ
に
楯た
て

突つ

い
た
物
言
い
が
で
き
て
る
の
も
だ
な
、
お
れ
が
お
め

藤ふ
じ

野の

可か

織お
り

●
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藤
野
可
織
（
ふ
じ
の 

か
お
り
）

　昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
～
。
小
説
家
。
京
都
府
の
生
ま
れ
。
大
学
で
は
美
学
・
芸
術
学
を
専
攻
し
た
。『
爪

と
目
』
で
芥

あ
く
た

川が
わ

賞
受
賞
。
女
性
に
と
っ
て
当
た
り
前
と
さ
れ
が
ち
な
日
常
を
問
い
直
す
作
品
に
は
、
静
か
な
恐
怖
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
作
品

に
『
ピ
エ
タ
と
ト
ラ
ン
ジ<

完
全
版>

』『
来
世
の
記
憶
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
、『
お
は
な
し
し
て
子
ち
ゃ
ん
』〔
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）

年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

5「
そ
れ

0

0

」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
文
冒
頭
で
の
印
象
と
結

末
で
の
印
象
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
次
の
慣
用
句
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

⑴�「
腕
が
上
が
る
」（
三
四
八
・
下
5
）

⑵�「
匙
を
投
げ
る
」（
三
五
一
・
上
13
）

⑶�「
顔
を
曇
ら
せ
る
」（
三
五
二
・
下
7
）

1「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
一
般
的
な
意
味
を
、
辞
典
な
ど
で
調
べ

て
み
よ
う
。
ま
た
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
比
喩
的
に
表
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

2「
人
魚
」
に
現
実
社
会
の
ど
の
よ
う
な
問
題
を
連
想
で
き
る
か
。「
人

魚
」
が
単
数
の
場
合
と
複
数
の
場
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
人
魚
の
自
覚
」（
三
四
九
・
下
13
）
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
本
文
に

即
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

2「
恐
怖
」（
三
五
一
・
下
5
）「
新
た
な
恐
怖
」（
三
五
二
・
上
2
）「
別
の
恐
怖
」

（
三
五
二
・
上
16
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
恐
怖
か
、
ま
と
め
て
み

よ
う
。
ま
た
、「
な
つ
か
し
い
恐
怖
」（
三
五
六
・
上
3
）
と
い
う
表
現

か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3「
不
完
全
さ
」（
三
五
一
・
下
4
）
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
生
じ
る
の
か
。

⑴
助
六
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
、
⑵
「
そ
れ

0

0

」
と
助
六
と
の
関
係
、

を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
よ
う
。

4「
そ
れ

0

0

」
に
と
っ
て
マ
イ
ル
ズ
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
と
め
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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は
じ
め
て
の
沖
縄

　
沖
縄
が
好
き
に
な
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ぐ
ら
い
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
て
、
年
に
何
度
も
通
っ
て
、
そ
の

う
ち
移
住
し
て
、
と
い
う
人
は
と
て
も
多
い
。
沖
縄
に
ハ
マ
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
沖
縄
に
詳
し
く
な

る
。
ほ
ん
と
う
に
沖
縄
は
ま
る
で
、
読
ん
で
も
読
ん
で
も
終
わ
ら
な
い
一
冊
の
分
厚
い
本
の
よ
う
だ
。
歴
史
や

政
治
、
文
化
や
環
境
な
ど
、
次
か
ら
次
へ
と
勉
強
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
う
い
う
沖
縄
に
ハ
マ
っ
て
、
つ
い
に
そ
の
研
究
を
専
門
と
す
る
ま
で
に
な
っ
た
私
だ
が
、
実
は
、「
沖
縄

病
の
ナ
イ
チ
ャ
ー
」
の
方
々
が
、
若
干
苦
手
だ
。
同
病
、
と
い
う
か
、
ま
る
で
自
分
の
姿
を
見
て
い
る
よ
う
だ

か
ら
だ
。

　
一
度
、
あ
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め
に
、
桜
坂
の
古
い
居
酒
屋
で
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
の
座

敷
で
、
差
し
向
か
い
で
じ
っ
く
り
と
話
を
伺
っ
て
い
た
。
隣
の
席
に
は
、
高
齢
の
東
京
弁
の
男
性
が
二
人
い
て
、

い
か
に
自
分
た
ち
が
沖
縄
に
詳
し
い
か
と
い
う
話
を
し
て
い
て
、
あ
あ
、
苦
手
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。

　
ひ
と
し
き
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
終
わ
り
、
お
礼
を
述
べ
て
、
そ
の
店
を
出
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
隣
席
の
男

性
が
私
た
ち
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
た
。「
模も

合あ
い

で
す
か
？
」

　
模
合
（
沖
縄
独
特
の
頼た
の

母も

子し

講こ
う

）
と
い
う
覚
え
た
て
の
言
葉
を
使
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
が
、

岸き
し

　
政ま

さ

彦ひ
こ

●

1

2

3

　 �『
は
じ
め
て
の
沖
縄
』
平

成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
五
月

初
出「

沖
縄
病
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
。

1
ナ
イ
チ
ャ
ー
　
沖
縄
の
方
言
。

沖
縄
県
外
の
人
を
指
す
。

問2
桜
坂
　
沖
縄
県
那
覇
市
の

歓
楽
街
。

3
頼
母
子
講
　
民
間
に
お
け

る
、
金
銭
の
融
通
の
た
め
の

相
互
扶
助
組
織
。
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誰
も
気
づ
か
な
い
。
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
注
意
し
て
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
私
は
そ
う
い
う
沖
縄

が
い
つ
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
、
安
心
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
こ
う
い
う
表
現
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
と
思
う
。

　
那
覇
空
港
に
降
り
立
つ
た
び
に
気
づ
く
の
は
、
沖
縄
の
「
空
気
」
の
、
湿
気
を
含
ん
だ
独
特
の
甘
い
匂
い
だ
。

そ
れ
は
と
て
も
強
烈
な
匂
い
で
、
私
は
い
つ
も
深
々
と
胸
に
吸
い
込
ん
で
、
沖
縄
に
来
た
こ
と
を
実
感
す
る
。

し
か
し
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
そ
の
匂
い
は
、
沖
縄
に
到
着
し
て
三
十
分
も
た
つ
と
、
全
く
感
じ
ら
れ
な
く
な
る

の
だ
。
人
間
と
い
う
も
の
は
、
匂
い
に
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
、
感
じ
な
く
な
る
生
き
物
の
よ
う
だ
。

　
し
か
し
、
お
も
ろ
ま
ち
の
街
や
県
内
各
地
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
い
っ
た
、
最
も
「
沖
縄
的
で
な
い
場

所
」
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
、
ふ
い
に
こ
の
匂
い
が
よ
み
が
え
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
の
濃
厚
な
、
と
ろ
り
と
甘

い
、
亜
熱
帯
の
香
り
。
そ
れ
は
い
つ
も
そ
こ
に
あ
る
が
、
気
づ
か
な
い
も
の
な
の
だ
。

●

岸
政
彦
（
き
し
　ま
さ
ひ
こ
）　
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
～
。
社
会
学
者
・
小
説
家
。
沖
縄
や
被
差
別
部
落
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
個
人
の

生
活
史
に
着
目
し
た
研
究
方
法
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
に
発
表
し
た
『
ビ
ニ
ー
ル
傘
』
が
芥
川
賞

候
補
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
小
説
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
著
書
に
『
断
片
的
な
も
の
の
社
会
学
』『
マ
ン
ゴ
ー
と
手し

ゅ

榴り
ゅ
う

弾だ
ん

』、『
図
書
室
』（
小

説
）
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
は
じ
め
て
の
沖
縄
』〔
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

「
こ
う
い
う
表
現
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
」
の
は
、
な
ぜ

か
。

問

346

510

愛
に
つ
い
て

位
置
づ
け
の
は
っ
き
り
し
な
い
文
脈
で
の
差
異
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
概
念
そ

の
も
の
を
空
洞
化
し
、〈
わ
た
し
〉
と
い
う
も
の
を
総
体
と
し
て
形
成
し
て
い
る
多
数
の
層

を
、
無
限
に
ま
で
引
き
延
ば
す
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　 

─
ト
リ
ン
・
Ｔ
・
ミ
ン
ハ
　

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
差
異
、
主
体
の
解
体
、
位
置
性
、
行
為
体
、
自
由
、
平
等
、
正
当
性
、
承
認
、
ア

ゴ
ー
ン
…
…
。
多
彩
な
概
念
が
、
抑
圧
か
ら
の
解
放
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
る
。
透
明
で
客
観
的
な
普
遍
性
の

物
語
に
疑
義
が
つ
き
つ
け
ら
れ

─
支
配
的
な
物
語
で
あ
れ
、
解
放
的
な
物
語
で
あ
れ

─
そ
れ
が
誰
に
よ
っ

て
、
誰
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
か
が
問
い
か
け
ら
れ
る
。

　
語
る
こ
と
か
ら
無
縁
な
者
は
、
一
人
も
い
な
い
。
語
り
は
必
ず
し
も
語
り
手
の
意
図
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
語
り
は
語
り
手
の
意
図
を
超
え
、
意
図
を
裏
切
り
、
あ
る
い
は
意
図
の
な
い
と
こ
ろ
、
意
図
が
持
ち

え
な
い
場
所
か
ら
も
発
せ
ら
れ
る
。
語
り
は
生
で
あ
り
、「
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
者
も
語
る

─
語
ら
な

い
こ
と
を
、
あ
る
い
は
聞
き
手
を
持
た
ぬ
事
柄
を
。
語
り
は
慣
習
の
反
復
と
、
慣
習
の
亀
裂
の
両
方
を
出
現
さ

せ
る
。
語
り
が
常
に
語
り
手
の
意
図
を
超
え
る
も
の
な
ら
ば

─
時
に
語
り
が
聞
き
手
を
持
た
ぬ
も
の
な
ら
ば

竹た
け

村む
ら

和か
ず

子こ

1

2

＊

3

＊

＊

●

「
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

問
　 �『
思
想
』
平
成
十
二
（
二

〇
〇
〇
）
年
七
月

初
出

1
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
　
三
四

二
ペ
ー
ジ
注
16
参
照
。

2
ト
リ
ン
・
Ｔ
・
ミ
ン
ハ
　

Trinh�T.�M
inh-ha�

一
九

五
三
年
～
。
ベ
ト
ナ
ム
系
ア

メ
リ
カ
人
の
作
曲
家
・
映
画

作
家
。

3
ア
ゴ
ー
ン
　agon

（
ギ
リ

シ
ャ
語
）。
闘
争
。

差
異
　
抑
圧
　
疑
義
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竹
村
和
子
（
た
け
む
ら
　か
ず
こ
）　
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
～
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
。
英
文
学
者
。
愛
媛
県
の
生
ま
れ
。
性
別
を

男
／
女
に
分
け
、
ま
た
異
性
愛
を
一
般
的
と
す
る
社
会
的
な
仕
組
み
の
根
本
を
、
文
学
を
通
じ
て
問
い
直
し
た
。
思
索
は
、
国
家
に
関
連
す
る

支
配
関
係
や
、
暴
力
の
問
題
に
も
及
ぶ
。
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
哲
学
者
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
の
翻
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

著
作
に
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』『
境
界
を
攪か

く

乱ら
ん

す
る
―
性
・
生
・
暴
力
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
愛
に
つ
い
て
―
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
欲
望
の

政
治
学
―
』〔
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

5「
自
己
の
中
」（
三
六
一
・
12
）
で
生
じ
る
差
異
を
「
倫
理
」（
三
六
一
・

12
）
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
、
人
と
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
生

む
の
か
に
注
意
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1
本
文
で
は
、「
だ
ろ
う
」「
だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
不
確
か
さ
を
表
す
表

現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

1「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」（
三
六
一
・
2
～
3
）
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

2「
自
己
の
中
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
」
る
（
三
六
二
・
14
～
15
）
よ
う
な
体

験
は
、
過
去
の
文
学
作
品
を
読
む
際
に
は
し
ば
し
ば
起
こ
り
う
る
。

そ
う
し
た
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
か
を
発
表
し
て
み
よ
う
。

3
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
が
、
倫
理
と
関
係
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、
自
分
の
考
え
を
発
表
し
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1「
語
り
手
」（
三
五
九
・
8
）
と
「
聞
き
手
」（
三
五
九
・
11
）
に
つ
い
て
、

名
づ
け
の
困
難
さ
を
主
張
す
る
の
は
ど
う
し
て
か
、
整
理
し
て
み

よ
う
。

2「
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
」（
三
六
〇
・
11
）「
名
づ
け
ら
れ
な
い

0

0

こ
と
」（
三

六
〇
・
11
）「
自
ら
名
づ
け
る
こ
と
」（
三
六
〇
・
11
～
12
）
が
「
排
除
」（
三

六
〇
・
12
）
で
あ
る
の
は
ど
う
し
て
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3「
～
で
あ
る
」（
三
六
〇
・
15
）
と
「
～
に
な
る
」（
三
六
〇
・
15
）
に
は
、

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
話
者
の
自
覚
や
他
者
と
の
関
係

を
視
野
に
入
れ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

4「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」（
三
五
九
・
4
）
の
捉
え
方
が
、
辞
書
的
な
意

味
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
、「
持
続
」
の
使
い
方
の
特
異

性
に
も
注
意
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆
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一
瞬
の
共
同
性
を
生
き
る

　物
語
を
共
有
し
て
、
自
分
を
偽
ら
ず
に
い
ら
れ
る
居
場
所
を
獲
得
し
た
。
で
も
、
そ
の
居
場
所
が
暴
走
を
始

め
て
、
物
語
の
解
釈
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
、
厳
し
い
資
格
審
査
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
誰
も
が
物
語
に
合

わ
せ
て
自
分
を
偽
り
、
資
格
を
証
明
す
る
た
め
に
排
除
に
加
担
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
ん
な
暴
力
を
、

ど
う
食
い
止
め
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。

　所
属
意
識
が
そ
の
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
根
を
下
ろ
し
、
共
同
体
の
物
語
に
そ
の
人
個
人
の
物
語

星ほ
し

野の

智と
も

幸ゆ
き

1

2

　

 �『
新
潮
』平
成
二
十
九（
二

〇
一
七
）
年
一
月

初
出

�
時
代
や
社
会
と
の
対
話
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
文
学
の
歴
史
性
を
理
解
し
、
既

存
の
価
値
観
を
相
対
化
す
る
視
座
を
獲
得
す
る
。

�

近
代
以
降
の
世
界
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
文
学
の
言
葉
を
媒
介
に
し
な
が

ら
思
考
し
、
自
分
自
身
の
関
心
に
接
続
す
る
。

一
瞬
の
共
同
性
を
生
き
る

苦
海
浄
土
─
も
う
一
ぺ
ん
人
間
に
─

日
本
文
化
私
観

現
代
日
本
の
開
化

星
野
智
幸

石
牟
礼
道
子

坂
口
安
吾

夏
目
漱
石

単
元
の
言
語
活
動
6

近
現
代
を
問
う

6

1
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　三
四

二
ペ
ー
ジ
注
16
参
照
。

2
共
同
体

　目
的
を
同
一
に
す

る
人
々
の
結
合
体
。
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5

近現代を問う

な
き
声
を
聞
く
こ
と
は
苦
手
で
あ
る
。
自
分
の
声
だ
け
を
聞
い
て
個
人
の
物
語
を
作
る
こ
と
は
、
ス
タ
ー
ト
に

す
ぎ
な
い
。
他
人
の
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
共
同
性
は
相
互
の
も
の
と
し
て
発
動
す
る
。
そ
れ
を
欠
い
て
い
る

と
、
独
善
に
陥
っ
て
い
く
。
自
分
の
声
の
物
語
を
聞
い
て
も
ら
え
る
場
を
、
自
分
の
所
有
す
る
共
同
体
と
勘
違

い
す
る
。
意
識
し
な
い
う
ち
に
、
自
分
の
物
語
を
公
の
も
の
に
変
え
、
世
の
よ
り
大
き
な
公
の
物
語
の
排
他
性

に
、
加
担
し
て
し
ま
う
。
私
は
そ
れ
が
、
戦
争
を
賛
美
す
る
作
家
を
大
量
に
生
み
出
し
た
一
つ
の
原
動
力
だ
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
今
は
、
同
じ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
日
本
の
文
学
の
多
く
の
書
き
手
た
ち
を
覆
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。

　私
が
文
学
に
政
治
を
持
ち
込
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
は
、
文
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
に
な
ら
な
い
言
葉
を

ど
こ
か
で
置
き
去
り
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
思
い
描
く
文
学
の
永
続
す
る
共
同
性
の
中
に
引
き
こ
も
ろ
う
と
し

て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
結
局
、
公
の
物
語
の
暴
力
に
、
沈
黙
す
る
こ
と
で
力
を
貸
す
こ
と
だ
。
言
葉
を
批
判

す
る
の
は
、
文
学
の
存
在
意
義
で
あ
る
。
私
は
、
文
学
を
機
能
さ
せ
、
集
団
の
物
語
の
暴
力
の
邪
魔
と
な
る
た

め
に
、
現
場
に
出
て
一
瞬
の
共
同
性
に
身
を
さ
ら
し
続
け
た
い
。

6

6
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

　

m
entality

（
英
語
）。
心
理
状
態
。
ま

た
、
心
的
傾
向
。

星
野
智
幸
（
ほ
し
の
　と
も
ゆ
き
）

　昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
～
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
生
ま
れ
。
新
聞
記
者
を
経
て
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
へ
留
学
。
現

実
的
な
政
治
の
問
題
や
、
恋
愛
の
枠
に
留
ま
ら
な
い
人
間
関
係
を
幻
想
的
な
筆
致
で
描
く
。
サ
ッ
カ
ー
や
相
撲
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
も
造
詣
が
あ

り
、
政
治
状
況
と
重
ね
合
わ
せ
た
作
品
と
し
て
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
』
な
ど
が
あ
る
。
他
に
「
俺
」
の
増
殖
を
描
い
た
『
俺
俺
』
や
、
語
り
が

魅
了
す
る
『
夜
は
終
わ
ら
な
い
』
な
ど
。
本
文
は
『
新
潮
』〔
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
一
月
〕
に
よ
っ
た
。
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一
瞬
の
共
同
性
を
生
き
る

510

日
本
文
化
私
観

　三
年
前
に
取と
り

手で

と
い
う
町
に
住
ん
で
い
た
。
利と

根ね

川が
わ

に
沿
う
た
小
さ
な
町
で
、
ト
ン
カ
ツ
屋
と
ソ
バ
屋
の
ほ

か
に
食
堂
が
な
く
、
僕
は
毎
日
ト
ン
カ
ツ
を
食
い
、
半
年
目
に
は
つ
い
に
全
く
う
ん
ざ
り
し
た
が
、
僕
は
大
概

一
か
月
に
二
回
ず
つ
東
京
へ
出
て
、
酔
っ
払
っ
て
帰
る
習
慣
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
町
に
も
酒
屋
は
あ
る
。

し
か
し
、
オ
デ
ン
屋
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
普
通
の
酒
屋
で
、
框か

ま
ちへ
腰
掛
け
て
コ
ッ
プ
酒
を
飲
む
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
「
ト
ン
パ
チ
」
と
言
い
、「
当
八
」
の
意
だ
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
升
が
コ
ッ
プ
八
杯
に

し
か
当
た
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
一
合
以
上
な
み
な
み
と
あ
り
、
盛
り
が
い
い
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
村
の
百

姓
た
ち
は
「
ト
ン
パ
チ
や
ん
べ
い
か
」
と
言
う
。
も
ち
ろ
ん
僕
は
愛
用
し
た
が
、
一
杯
十
五
銭
だ
っ
た
り
、
十

七
銭
だ
っ
た
り
、
日
に
よ
っ
て
そ
の
と
き
の
仕
入
れ
値
段
で
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
が
、
東
京
か
ら
来
る
友
達
は
顔

を
し
か
め
て
飲
ん
で
い
る
。

　こ
の
町
か
ら
上
野
ま
で
五
十
六
分
し
か
か
か
ら
ぬ
の
だ
が
、
利
根
川
、
江
戸
川
、
荒あ

ら

川か
わ

と
い
う
三
つ
の
大
き

な
川
を
越
え
、
そ
の
一
つ
の
川
岸
に
小こ

菅す
げ

刑
務
所
が
あ
っ
た
。
汽
車
は
こ
の
大
き
な
近
代
風
の
建
築
物
を
眺
め

て
走
る
の
で
あ
る
。
非
常
に
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
が
そ
び
え
、
獄
舎
は
堂
々
と
翼
を
張
っ
て
十
字
の
形
に

広
が
り
十
字
の
中
心
交
差
点
に
大
工
場
の
煙
突
よ
り
も
高
々
と
デ
コ
ボ
コ
の
見
張
り
の
塔
が
突
っ
立
っ
て
い
る
。

坂さ
か

口ぐ
ち

安あ
ん

吾ご

1

2

34

5

6

7

8

1
取
手

　現
在
の
茨
城
県
取

手
市
。

2
框

　床
な
ど
の
端
に
渡
す

横
木
。

3
一
升

　三
八
七
ペ
ー
ジ
注
15

参
照
。

4
十
五
銭

　「銭
」
は
貨
幣
の

単
位
。
一
銭
は
一
円
の
百

分
の
一
。

5
利
根
川

　三
〇
一
ペ
ー
ジ
注

7
参
照
。

6
江
戸
川

　東
京
都
と
千
葉

県
の
境
を
流
れ
る
川
。

7
荒
川

　埼
玉
県
と
東
京
都

を
流
れ
る
川
。

8
小
菅
刑
務
所

　東
京
都
葛か
つ

飾し
か

区
に
あ
っ
た
刑
務
所
。
現

在
の
東
京
拘
置
所
。

　

 �『
現
代
文
学
』
昭
和
十
七

（
一
九
四
二
）
年
三
月
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出
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日
本
文
化
私
観

近現代を問う

510

坂
口
安
吾
（
さ
か
ぐ
ち

　あ
ん
ご
）

　明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
～
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
。
小
説
家
。
新
潟
県
の
生
ま
れ
。
敗
戦
直
後
に

評
論
『
堕
落
論
』
や
小
説
『
白
痴
』
を
発
表
し
、
当
時
の
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
織お

田だ

作さ
く

之の

助す
け

や
太だ

ざ
い宰
治お

さ
む・
石
川
淳じ

ゅ
んら
と
と
も
に
「
無

頼
派
」
と
呼
ば
れ
た
。
作
品
に
『
風
博
士
』『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』『
不
連
続
殺
人
事
件
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
坂
口
安
吾
全
集 

第
三
巻
』

〔
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

❖
言
葉
と
表
現

1「
怪
し
ま
れ
る
種
」（
三
九
八
・
12
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
種
」
は
ど

の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
、
同
じ
用
法
で「
種
」

を
用
い
て
い
る
語
を
探
し
て
み
よ
う
。

1
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
書
籍
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
て
調
べ
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

2
発
表
さ
れ
た
時
代
背
景
を
踏
ま
え
、
筆
者
の
考
え
る
「
美
」
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
、
自
分
の
意
見
を
四
〇
〇
字
程
度
で
ま
と
め
て

み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
小
菅
刑
務
所
と
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
工
場
に
「
私
」
が
心
惹ひ

か
れ
る

の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

2
美
し
さ
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
、
軍
艦
と
法
隆
寺
や
平
等
院
と

の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

3「
芸
術
の
大
道
」（
四
〇
一
・
14
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
し

て
み
よ
う
。

4「
猿
ま
ね
に
も
、
独
創
と
同
一
の
優
越
が
あ
る
」（
四
〇
三
・
17
）
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

404

を
ふ
っ
て
、
し
き
り
に
目
を
こ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゆ
き
の
目
は
、

松
葉
が
飛
ぶ
よ
う
な
沖
の
イ
リ
コ
の
群
れ
を
集
落
の
山
の
上
か
ら
見
通

せ
る
目
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
洗
濯
物
を
抱
え
て
集
落
の
湧
き
水
の

と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
帰
り
に
は
水
を
吸
う
た
洗
濯
物
を
ぽ
と
ぽ
と
と
落

と
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
落
と
し
て
く
る
こ
と
を
自
分
で
は
知
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
だ
ん
だ
ん
口
重
く
な
っ
て
、
考
え
こ
ん
で
い
る
ふ
う
で
あ
る
。
五
月

の
タ
コ
壺つ
ぼ

を
揚
げ
な
が
ら
、
ゆ
き
は
ひ
と
こ
と
ず
つ
区
切
り
区
切
り
し

3

苦
海
浄
土
─
も
う
一
ぺ
ん
人
間
に
─

石い
し

牟む

礼れ

道み
ち

子こ

　
天
草
女お

な

ご
は
情
の
深
か
と
じ
ゃ
け
ん
。
そ
う
い
っ
て
茂
平
の
網
の
親

方
が
、
ゆ
き
を
世
話
し
て
く
れ
て
か
ら
発
病
す
る
ま
で
三
年
と
暮
ら
し

て
い
な
か
っ
た
。
娘
た
ち
を
嫁
に
や
っ
て
し
ま
う
ま
で
、
律
儀
な
彼
は

な
が
い
こ
と
後
を
い
れ
ず
に
い
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
む
こ
う
も
後
家
で

子
も
連
れ
と
ら
ん
そ
う
じ
ゃ
、
気
さ
く
は
よ
し
、
手
は
か
な
う
と
る
、

き
り
ょ
う
も
漁
師
の
か
か
女

0

0

0

に
は
上
の
ほ
う
じ
ゃ
、
相
手
が
お
ら
に
ゃ

舟
も
出
ん
、
も
ら
え
、
と
親
方
が
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
ゆ
き
が
、
夕
食
を
し
ま
え
て
針
を
持
ち
な
が
ら
、
と
き
ど
き
首

1

＊

2

　
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
五
月
、「
わ
た
く
し
」
は
初
め
て
、
水み

な

俣ま
た

市
立
病
院
の
特
別
病
棟
に
、
水
俣
病
患
者
の
坂
上
ゆ
き
（
一
九
五
五
年
発
病
）

と
、
看
護
者
で
あ
る
夫
の
茂
平
を
見
舞
っ
た
。
そ
の
折
、
意
識
を
喪
失
し
、
自
分
の
肉
体
や
魂
の
中
に
入
り
込
む
重
症
患
者
た
ち
に
一
方
的
な
出
遭
い
を

し
た
。
水
俣
育
ち
の
「
わ
た
く
し
」
は
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
末
に
顕
在
化
し
た
水
俣
病
事
件
に
「
悶も
ん

々も
ん

た
る
関
心
と
ち
い
さ
な
使
命
感
」
を

持
ち
、
直
視
し
、
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
、
全
身
痙け
い

攣れ
ん

で
ベ
ッ
ド
を
揺
ら
す
ゆ
き
の
途
切
れ
途
切
れ
の
声
に
、
耳
を
傾
け
た
。

　 �『
サ
ー
ク
ル
村
』
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
一
月
、『
熊
本
風
土
記
』
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
十
二
月
～
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
十
二
月�

 

律
儀

1
天
草
　
現
在
の
熊
本
県
天
草
市
周
辺
。
水
俣
病
が
発
生
し
た
水
俣
市
か
ら
は
八
代
海
を
隔
て
、
対
岸
に
位
置
す
る
。

2
後
家
　
夫
に
死
別
し
、
再
婚
し
な
い
で
暮
ら
し
て
い
る
女
性
。
未
亡
人
。
　
　�

3
イ
リ
コ
　
煮
干
し
に
す
る
小
さ
な
イ
ワ
シ
。

初
出
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苦
海
浄
土

近現代を問う

510

と
人
間
に
生
ま
れ
替
わ
っ
て
く
る
」（
三
九
六
・
下
2
～
3
）
と
い
う
ゆ

き
の
声
を
置
く
全
体
の
構
成
を
見
な
が
ら
、
考
え
て
み
よ
う
。

❖
言
葉
と
表
現

1「
び
ち
、
び
ち
、」（
三
九
〇
・
下
15
）「
ふ
く
、
ふ
く
、」（
三
九
〇
・
下
20
）

な
ど
、
特
徴
的
な
擬
態
語
や
擬
音
語
を
挙
げ
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。

1
水
俣
病
に
つ
い
て
の
当
時
の
記
事
や
文
献
を
調
べ
、
水
俣
病
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
を
集
め
た
う
え
で
、『
苦
海
浄
土
』
の
独
自

性
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

❖
言
語
活
動

❖
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

1
方
言
や
地
名
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
か
、
具
体
的
な
場
面
を
取
り
上
げ
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

2
解
剖
に
立
ち
会
っ
た
「
わ
た
く
し
」
に
、「
な
に
か
な
つ
か
し
い
悲
傷
の

お
も
い
」（
三
九
四
・
上
6
～
7
）
が
込
み
上
げ
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
ち

り
ば
め
ら
れ
た
坂
上
ゆ
き
の
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

3
さ
ま
ざ
ま
な
語
り
手
や
語
り
口
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
か
、
作
品
の
最
後
に
「
も
う
一
ぺ
ん
き
っ

◆
◆
◆

深
い
学
び
の
た
め
に
◆
◆
◆

替
わ
っ
て
き
た
が
よ
か
。
う
ち
ゃ
も
う
一
ぺ
ん
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
舟
で

海
に
ゆ
こ
う
ご
た
る
。
う
ち
が
ワ
キ
櫓
ば
漕
い
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
ト

モ
櫓
ば
漕
い
で
二
丁
櫓
で
。
漁
師
の
嫁
御
に
な
っ
て
天
草
か
ら
渡
っ
て

き
た
ん
じ
ゃ
も
ん
。

　
う
ち
ゃ
ぼ
ん
の
う

0

0

0

0

の
深
か
け
ん
も
う
一
ぺ
ん
き
っ
と
人
間
に
生
ま
れ

替
わ
っ
て
く
る
。�

（「
天
の
魚
」
に
続
く
）

●

石
牟
礼
道
子
（
い
し
む
れ
　み
ち
こ
）　
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
～
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
。
作
家
・
思
想
家
。
熊
本
県
の
生
ま
れ
。
歌
人
と

し
て
出
発
し
た
が
、
谷
川
雁が

ん

の
「
サ
ー
ク
ル
村
」
に
参
加
し
て
民
衆
の
生
活
に
密
着
し
た
作
品
を
発
表
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
、『
苦

海
浄
土
　
わ
が
水
俣
病
』第
一
部
を
上
梓
、
公
害
に
よ
る
水
俣
の
惨
状
を
訴
え
、
患
者
た
ち
の
魂
に
寄
り
添
い
続
け
た
。
平
成
十
六（
二
〇
〇
四
）

年
に
三
部
作
完
結
。
作
品
に
『
西
南
役
伝
説
』『
完
本 

春
の
城
』『
は
に
か
み
の
国
』、
新
作
能
『
不し

ら
ぬ
い

知
火
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
新
装
版�

苦
海
浄
土 

わ
が
水
俣
病
』〔
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　「
ぼ
ん
の
う

0

0

0

0

」
が
深
い
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

問

396 2425
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編

視野を広げるテーマ③ 近現代への懐疑
「日本文化私観」（坂口安吾）

視野を広げるテーマ③ 近現代への懐疑
「一瞬の共同性を生きる」（星野智幸）
「苦海浄土」（石牟礼道子）

現代日本社会が 抱える問題を
浮き彫りにする

前編 単元6  近現代を問う
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時
代
区
分
年

　
号

西
暦

詩
歌
・
歌
謡
な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社

　
会
・
文

　
化

参

　
　
考
（
外

　
国）

現　　　　代

平成時代令和時代

三〇

平
成
三一

令
和
元二

二〇一八
二〇一九

二〇二〇

一か
ず

彦ひ
こ）

六り
く

六り
く

魚ぎ
ょ

（

小
島
ゆ
か
り）

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も（

若
竹
千
佐
子）

夏
物
語（

未
映
子）

む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女（

今
村

夏
子）

小
箱（

洋
子）

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
世

界
的
に
流
行

れ
な
い
現
代
文
化
論
と
し
て
今
な
お
新
鮮
な
問
題
を
提
出
し
て
い
る
。
幸
い

代
表
的
な
業
績
は
、
い
く
つ
か
の
文
庫
本
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
パ
リ
の
都
市
空
間
の
深
い
意
味
合
い
や
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
芸
術
の

位
相
も
論
じ
た
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
は
、
一
九
二
七
年
か
ら
書
き
継
が
れ
た

生
前
未
刊
の
草
稿
群
。
文
庫
本
で
五
冊
だ
が
、
興
味
深
い
章
か
ら
挑
戦
し
て

み
た
い
。
ま
さ
に
、
現
代
の
「
知
」
の
万ま

ん

華げ

鏡き
ょ
うで
あ
る
。

島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
』（
一
九
二
九
年
～
三
五
年
）

藤
村
が
、
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
長
編
小
説
。
木
曽
中
山
道

「
馬ま

ご
め籠
」
宿
の
庄

し
ょ
う

屋や

を
務
め
た
父
島
崎
正ま

さ

樹き

の
面
影
を
映
す
主
人
公
青
山
半

蔵
の
生
涯
を
軸
に
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
激
動
期
を
描
く
。「
木
曽

路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」
と
い
う
印
象
的
な
書
き
出
し
か
ら
、
日
本
が

大
き
く
動
き
出
す
気
配
を
、
黒
船
来
航
を
踏
ま
え
、「
江
戸
は
大
変
だ
と
い

う
こ
と
で
す
よ
」
と
い
う
ひ
と
言
か
ら
描
き
出
す
描
写
は
印
象
的
で
あ
る
。

平
田
国
学
を
信
奉
す
る
半
蔵
が
、
最
後
に
「
わ
た
し
は
、
お
て
ん
と
う
さ
ま

も
見
ず
に
死
ぬ
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
運
命
を
、
じ
っ
く
り
読

み
取
り
た
い
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』（
一
九
五
二
年
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
発
表
さ
れ
た
不
条
理
劇
の
精
髄
。
二
人

の
浮
浪
者
が
「
ゴ
ド
ー
」
と
呼
ぶ
何
か
を
待
つ
が
、
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
状

況
に
空
回
り
を
繰
り
返
す
。
目
的
を
喪
失
し
た
世
界
が
徹
底
し
て
反
復
さ
れ
、

「
ゴ
ド
ー
」
は
現
れ
な
い
。
底
な
し
の
現
代
的
な
無
意
味
さ
に
絶
妙
な
ユ
ー

モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
が
宿
る
演
者
た
ち
の
挙
動
は
、
シ
ナ
リ
オ
か
ら
も
十
分
に

伝
わ
る
。
ベ
ケ
ッ
ト
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

野
上
弥や

生え

子こ

『
迷
路
』（
一
九
三
六
年
～
五
六
年
）

日
中
戦
争
に
従
軍
し
た
主
人
公
省
三
と
周
囲
の
男
性
や
女
性
が
、
戦
争
に
い

か
に
翻
弄
さ
れ
、
い
か
に
ふ
る
ま
っ
た
か
。
人
間
の
愛
と
は
何
か
。
ま
た
、

戦
後
の
日
本
と
中
国
、
西
洋
と
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
作
者
は
明
治

期
か
ら
執
筆
を
つ
づ
け
る
息
の
長
い
作
家
で
あ
る
。
戦
争
に
よ
る
中
断
を
挟

ん
で
書
き
継
が
れ
、
従
軍
体
験
の
あ
る
男
性
作
家
と
は
異
な
る
視
点
で
戦
争

を
捉
え
直
し
た
。

『
日
本
唱
歌
集
』（
一
九
五
八
年
）

明
治
の
『
小
学
唱
歌
集
』
か
ら
昭
和
に
生
ま
れ
た
新
作
ま
で
、
歌
い
継
が
れ

た
歌
の
世
界
を
、
楽
譜
付
き
で
紹
介
す
る
文
庫
。「
卯う

の
花
の
匂に

お

う
垣
根
に
」

「
更ふ

け
行
く
秋
の
夜
」「
菜
の
花
畠ば

た
けに
入い

り

日ひ

薄
れ
」「
兎

う
さ
ぎ

追
い
し
か
の
山
」「
あ

し
た
浜
辺
を
さ
ま
よ
え
ば
」
な
ど
の
歌
詞
は
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
。

堀
内
敬け

い

三ぞ
う

・
井い

の

上う
え

武た
け

士し

編
。

有あ
り

吉よ
し

佐
和
子
『
非
色
』（
一
九
六
四
年
）

笑
子
は
、
敗
戦
後
の
日
本
で
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
黒
人

男
性
と
結
婚
し
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
働
き
、
子
ど
も
を
育
て
、
同
様
に

429

付
録
　  

世
界
の
文
学
は
す
ば
ら
し
い
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暦

詩
歌
・
歌
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な
ど

物
語
・
小
説
・
戯
曲
・
随
筆
・
評
論
な
ど

社

　
会
・
文

　
化

参

　
　
考
（
外

　
国）

現　　　　代

平成時代令和時代

三〇

平
成
三一

令
和
元二

二〇一八
二〇一九

二〇二〇

一か
ず

彦ひ
こ）

六り
く

六り
く

魚ぎ
ょ

（

小
島
ゆ
か
り）

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も（

若
竹
千
佐
子）

夏
物
語（

未
映
子）

む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女（

今
村

夏
子）

小
箱（

洋
子）

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
世

界
的
に
流
行

　世
界
の
文
学
は
す
ば
ら
し
い
─
明
日
へ
の
読
書
の
た
め
に
─

　

フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』�

�

（
一
八
八
〇
年
）

農
奴
解
放
を
経
た
ロ
シ
ア
を
背
景
に
、
新
興
地
主
で
欲
深
い
父
フ
ョ
ー
ド
ル

の
殺
害
を
め
ぐ
り
、
直
情
的
な
長
男
、
無
神
論
者
の
次
男
、
敬け

い

虔け
ん

な
三
男
を

主
軸
と
し
て
、
緊
迫
し
た
対
話
と
思
索
が
果
て
な
く
続
く
。〈
父
殺
し
〉
の

多
義
性
は
神
や
革
命
の
問
題
と
絡
み
合
い
、
矛
盾
に
満
ち
た
人
間
存
在
の
悲

喜
劇
を
抉え

ぐ

り
出
す
。
村
上
春
樹
や
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
は
じ
め
、
世

界
中
の
創
作
や
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

知
里
幸ゆ

き

恵え

編
訳
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
一
九
二
三
年
）

夭よ
う

折せ
つ

し
た
ア
イ
ヌ
の
少
女
が
伝
え
る
民
族
の
神
謡
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

「
銀
の
滴

し
ず
く

降
る
降
る
ま
わ
り
に
、
金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
」
と
謡
い
継

が
れ
た
言
葉
の
世
界
は
、
そ
れ
だ
け
で
人
々
の
心
に
沁し

み
入
っ
て
い
く
。

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』（
一
九
二
五
年
）

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
。
主
人
公
の
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ

を
中
心
に
、
一
日
の
出
来
事
と
そ
の
交
錯
す
る
意
識
、
記
憶
を
描
く
。
そ
の

文
体
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
と
共
に
「
意
識
の
流
れ
」
の
手
法
を
代
表

す
る
も
の
と
さ
れ
、
繊
細
で
叙
情
的
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
文
学
に
多
大
な

る
影
響
を
与
え
た
。

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』（
一
九
二
七
年
～
）

「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
」
は
、
大
衆
化
時
代
に
お
け
る
芸
術
を
論
じ
た
評

論
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
仕
事
は
狭
い
視
野
に
と
ら
わ

428

森林太郎（鷗
おう

外
がい

）立案「東京方眼図」（部分・明治 42〈1909〉年）
〈赤の線で整備されつつあった路面電車を記している〉

「帝都近傍図」（昭和 20〈1945〉年）
〈東京の大空襲で焼失した区域が赤で示されている〉

（国際日本文化研究センター所蔵）

東京の地図 二態
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